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今月の朝ごはん

おい
しく
食べて    　今日もスタート7月のレシピ

ポイント

すり流しの濃度は、

だしでお好みに

調整してください

エダマメとゴボウのオープンサンド

1

2

3

エダマメ
ゴボウ
【ソース】
　マヨネーズ
　粉マスタード
　米酢
　塩･こしょう

……………………大さじ4
………………………1/2本

食パン
バター
生ハム
スモークサーモン
サラダ野菜、レモン

……………………………１枚
…………………………適量
…………………………１枚

……………2枚
……………適量

……………大さじ2
…………小さじ2

…………………小さじ1/2
…………………適量

エダマメ
  (さやごと蒸し焼きにして取り出したもの)
かつおだし

 …………………大さじ4

…………1と1/2カップ

塩･薄口しょうゆ
EVオリーブ油

………………適量
………………適量

作り方

作り方

材料　　　　　　　　　　　　　　　（2人分）材料　　　　　　　　　　　　　　　（1人分）

レシピ 1

焼きエダマメのすり流し
レシピ 2

鍋に湯を沸かし、塩･酢（分量外）、3ｃｍほどに切ったゴボウ
を入れゆでる。
ゆで上げたゴボウが温かいうちに、塩（分量外）ゆでし皮をむ
いたエダマメと一緒にソースの材料と混ぜ合わせる（エダマ
メは最後に使う分を適量残しておく）。
食パンを焼いて半分に切りバターを塗り、　とサラダ野菜・
スモークサーモン･生ハムをトッピングし、最後に残したエダ
マメを散らしレモンを添えて出来上がり。

1

2

3

さや付きのエダマメを塩でもみ、アルミホイルで包み、トー
スターで15分蒸し焼きにし、さやから取り出す。
    と、かつおだしをミキサーにかける。エダマメは最後に使
う分を適量残しておく。
    を塩･薄口しょうゆで味を調え、器に注ぐ。仕上げにEVオ
リーブ油を掛け、残したエダマメを落として出来上がり。
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お伺いしましたのは

店舗名

担当者名 です。



● 23 ● JAひがしみの

第
20
年
度（
平
成
29
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て（
本
誌
５
〜

７
ペ
ー
ジ
）

第
21
年
度（
平
成
30
年
度
）事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て（
本
誌
8
〜
9
ペ
ー
ジ
）

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
に
農
業
協
同
組
合
法（
昭
和
22

年
法
律
第
1
3
2
号
）が
改
正
さ
れ
、
平
成
31

年
度
以
降
は
全
国
中
央
会
に
よ
る
監
査
か
ら

会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
所
要
の
変
更
及
び
農
業
協
同
組
合

法
附
則
に
よ
り
経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
た
、

旧
農
協
法
に
基
づ
く
中
央
会
に
関
す
る
規
定

の
削
除
等
所
要
の
変
更
を
行
う
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
1
月
の
休
眠
預
金
等
活

用
法
施
行
に
伴
い
、
公
告
の
方
法
に
電
子
公

告
を
追
加
す
る
と
と
も
に
事
業
の
追
加
を
行

う
こ
と
、
及
び
特
定
農
業
協
同
組
合
の
承
認

申
請
等
に
伴
う
所
要
の
変
更
を
行
う
。

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠

預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律

（
平
成
28
年
法
律
第
1
0
1
号
）が
平
成
30
年

1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

事
業
と
し
て
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
委
託

を
受
け
て
行
う
休
眠
預
金
等
代
替
金
の
支
払

等
に
係
る
業
務
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
員

外
貸
出
に
係
る「
地
区
内
に
事
業
所
が
あ
る

こ
と
」の
要
件
を
追
加
す
る
ほ
か
、
そ
の
他
所

要
の
規
定
の
一
部
を
変
更
す
る
。

監
事
監
査
規
程
の
全
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
に
農
業
協
同
組
合
法（
昭
和
22

年
法
律
第
1
3
2
号
）が
改
正
さ
れ
、
平
成
31

年
度
以
降
は
全
国
中
央
会
に
よ
る
監
査
か
ら

会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
監
事
監
査
規
程
の
基
準
と
な
る
Ｊ

Ａ
監
事
監
査
基
準
が
平
成
29
年
に
新
た
に
制

定
さ
れ
、
新
た
な
監
事
監
査
制
度
に
対
応
す

る
た
め
当
該
規
程
の
全
部
を
変
更
す
る
。

特
定
農
地
貸
付
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

特
定
農
地
貸
付
規
程
に
係
る
特
定
農
地
貸

付
け
を
実
施
及
び
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
所
要

の
規
定
の
一
部
を
変
更
す
る
。

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　

役
員
の
死
亡
に
よ
り
理
事
1
名
を
選
任

す
る
。

　

ま
た
、
任
期
は
現
に
存
す
る
役
員
の
任
期

満
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

　

定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
第
3
条
の

規
定
に
基
づ
く
、
候
補
者
の
氏
名
・
略
歴
は

以
下
の
と
お
り
。

氏
名　

柘
植 

貴
敏 

氏

昭
和
48
年
４
月　

蛭
川
村
役
場

平
成
17
年
２
月　

中
津
川
市
役
所

平
成
27
年
４
月　

中
津
川
市
議
会
議
員

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

1
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
30
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
6,
9
3
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
理
事
は
27
名
。

2
．
昨
年
度
の
支
給
実
績
及
び
事
業
実
績
、
経

済
情
勢
の
変
化
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

平
成
30
年
度
の
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
は
総

額
1,
3
5
0
万
円
以
内
と
し
、
そ
の
範
囲
内

に
お
け
る
各
監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　

な
お
、
監
事
は
6
名（
う
ち
員
外
監
事
1
名
）。

退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
に

つ
い
て

　

理
事　

渡
邊  

裕
氏
は
、
平
成
29
年
8
月
逝

去
さ
れ
退
任
と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
の
労

に
報
い
る
た
め
、
当
組
合
に
お
け
る
役
員
退

職
慰
労
金
規
程
に
従
い
、
38
万
円
の
範
囲
内

で
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
具
体
的
な
金
額
、
支
給
の
時
期
、
方
法
等
に

つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　

ま
た
、退
任
理
事
の
略
歴
は
、以
下
の
と
お
り
。

氏
名　

渡
邊  

裕 

氏

平
成
23
年
６
月　

非
常
勤
理
事

平
成
29
年
８
月　

退
任

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に

関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び

誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁

の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ

る
必
要
な
修
正
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も

の
と
す
る
。

・
第
20
年
度（
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

30
年
3
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

　

本
誌
で
は
5
ペ
ー
ジ
で
貸
借
対
照
表
・
損
益

計
算
書
の
み
掲
載 

。

　

た
だ
し
、「
注
記
表
」に
つ
い
て
は
、
法
令
及

び
定
款
第
40
条
第
5
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当

組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.ja-higashim

ino.or.jp/

）に

掲
載
。

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の

　

変
更
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

第
2
号
議
案

第
1
号
議
案

第
5
号
議
案

第
4
号
議
案

第
6
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案

第
7
号
議
案

附
帯
決
議

報
告
事
項

特集

　ＪＡひがしみのは6月15日（金）、東美濃ふれあいセンター
で第20回通常総代会を開催しました。全総代600名のう
ち523名（本人334名・委任状8名・議決権行使181名）が
出席。　
　議長には藤野勝彦さん（恵那市上矢作町）が選出され、
全9議案を慎重審議し、全議案が原案通り可決されました。

特集 第20回通常総代会

地域農業の振興と総合力を発揮した地域貢献に向けて

決
議
事
項

議案を採択する総代 議事を進行する議長の藤野さん

あいさつをする足立組合長

東美濃農業協同組合
第20回 通常総代会
東美濃農業協同組合
第20回 通常総代会
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囲
内

で
退
職
慰
労
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
そ

の
具
体
的
な
金
額
、
支
給
の
時
期
、
方
法
等
に

つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　

ま
た
、退
任
理
事
の
略
歴
は
、以
下
の
と
お
り
。

氏
名　

渡
邊  

裕 

氏

平
成
23
年
６
月　

非
常
勤
理
事

平
成
29
年
８
月　

退
任

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に

関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、
違
算
及
び

誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁

の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ

る
必
要
な
修
正
は
、
理
事
会
に
一
任
す
る
も

の
と
す
る
。

・
第
20
年
度（
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

30
年
3
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
注
記
表
の
内
容
並
び
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

　

本
誌
で
は
5
ペ
ー
ジ
で
貸
借
対
照
表
・
損
益

計
算
書
の
み
掲
載 

。

　

た
だ
し
、「
注
記
表
」に
つ
い
て
は
、
法
令
及

び
定
款
第
40
条
第
5
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当

組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.ja-higashim

ino.or.jp/

）に

掲
載
。

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」の

　

変
更
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

第
2
号
議
案

第
1
号
議
案

第
5
号
議
案

第
4
号
議
案

第
6
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案

第
7
号
議
案

附
帯
決
議

報
告
事
項

特集

　ＪＡひがしみのは6月15日（金）、東美濃ふれあいセンター
で第20回通常総代会を開催しました。全総代600名のう
ち523名（本人334名・委任状8名・議決権行使181名）が
出席。　
　議長には藤野勝彦さん（恵那市上矢作町）が選出され、
全9議案を慎重審議し、全議案が原案通り可決されました。

特集 第20回通常総代会

地域農業の振興と総合力を発揮した地域貢献に向けて

決
議
事
項

議案を採択する総代 議事を進行する議長の藤野さん

あいさつをする足立組合長

東美濃農業協同組合
第20回 通常総代会
東美濃農業協同組合
第20回 通常総代会



質
疑
応
答

総
代
会
事
前
説
明
会

各地域で開催された説明会

● 45 ● JAひがしみの

1．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①共済貸付金
②共済未収利息
③その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

221,900,182
 1,043,765 

 173,734,944 
 173,718,797 

 16,147 
 7,412,710 
 6,812,710 
 400,000 
 200,000 

 39,021,797 
 1,128,321 
 1,051,909 
 76,412 
 2,000 

 △ 443,357 
 70,697 
 65,889 
 710 
 4,097 

 2,942,669 
 6,455 

 800,984 
 42,083 
 646,950 
 275,855 
 119,518 
 251,575 
 1,471,428 
 △ 25,232 
 407,857 
 3,345,117 
 3,191,098 
 6,158,207 
 1,871,499 
 1,267,801 
 1,542,121 

 △ 7,648,531 
 154,018 
 7,623,656 
 7,406,375 
 212,381 
 4,900 
 93,813 

 236,383,994 

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済借入金
②共済資金
③共済未払利息
④未経過共済付加収入
⑤共済未払費用
⑥その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金

負債の部　合計
　
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　純資産の部　合計
負債及び純資産の部　合計

223,145,499 
222,649,394 

 4,286 
 489,818 
 119,455 
 370,362 
 2,000 

 1,180,034 
 65,889 
 719,667 
 710 

 373,040 
 18,998 
 1,726 

 400,163 
 321,828 
 45,214 
 33,121 
 452,709 
 77,120 
 37,471 
 338,116 
 926,349 
 210,122 
 686,669 
 29,557 

226,104,754 

 10,279,316 
 2,624,632 

 816 
 7,666,398 
 2,545,179 
 5,121,219 
 2,117,501 
 109,888 
 2,152,437 
 741,391 
 397,064 
 △ 12,531 
 △ 76 
 △ 76 

 10,279,240 
236,383,994 

　 信 用 事 業

　 共 済 事 業

　 購 買 事 業

　 販 売 事 業

　 保 管 事 業

　　哺育センター事業

　　堆肥センター事業

　 加 工 事 業

　 利 用 事 業

　　作業受委託事業

　 葬 祭 事 業

　 旅 行 事 業

　　簡易郵便局事業

　　介護保険事業

　 そ の 他 事 業

　 指 導 事 業

1. 事 業 総 利 益

2. 事 業 管 理 費

　 事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

4. 事 業 外 費 用

　 経 常 利 益

5. 特 別 利 益

6. 特 別 損 失

　　税引前当期利益

　　法人税等合計

　 　当 期 剰 余 金

　　当期首繰越剰余金

　 　 経営基盤強化積立金取崩額

　　当期未処分剰余金

 332,701 

 76,375 

 5,466,380 

 286,309 

 1,852 

 160,860 

 53,716 

 1,904 

 406,970 

 16,341 

 3,430 

 245 

 1,789 

 16,431 

 21,262 

 36,570  

 1,974,036 

 1,368,095 

 6,201,340 

 396,698 

 6,165 

 146,618 

 74,542 

 1,590 

 635,655 

 16,990 

 38,499 

 1,091 

 3,601 

 17,159 

 36,224 

 9,135  

 1,641,334 

 1,291,720 

 734,960 

 110,389 

 4,312 

 △ 14,242 

 20,826 

 △ 313 

 228,685 

 648 

 35,068 

 846 

 1,812 

 728 

 14,962 

 △ 27,434 

 4,044,306 

 3,736,989 

 307,317 

 179,952 

 4,611 

 482,658 

 63,856 

 61,881 

 484,633 

 87,569 

 397,064 

 342,198 

 2,129 

 741,391 

　 　 （ 資 産 の 部 ）

A

　

中
津
川
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
異
臭
米
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
説

明
が
な
い
。
臭
い
の
原
因
や
回
収
し
た

俵
数
、
金
額
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
説
明
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

回
収
の
対
象
と
さ
れ
る
米
は
、
中
津
川

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
出
荷

さ
れ
た「
保
有
米
」と「
ひ
と
な
る
」で
す
。

　

臭
い
の
原
因
は
、
乾
燥
バ
ー
ナ
ー
の
不

完
全
燃
焼
に
よ
り
発
生
し
た
油
臭
が
、
米

に
付
着
し
た
も
の
で
し
た
。

　

回
収
し
た
件
数
は
、
3
6
5
戸
で

6
4
6
俵
で
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
へ
の

報
告
と
相
談
を
行
っ
た
結
果
、
対
象
の

「
保
有
米
」の
ご
利
用
者
や
、「
ひ
と
な
る
」

の
販
売
先
・
取
引
先
の
皆
さ
ま
が
特
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
の
皆
さ
ま
へ

は
個
別
回
収
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

関
係
す
る
皆
さ
ま
に
は
、
事
情
を
説
明

の
上
、
し
っ
か
り
と
お
詫
び
し
、
今
後
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
万
全
な
体
制
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
食
し
な
い
限
り
、
健
康
に
影
響
す
る
可

能
性
は
低
く
、
ま
た
、
健
康
被
害
の
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。）

　

最
終
的
に
ど
れ
く
ら
い
の
被
害
に
な

る
の
か
、
ま
た
、
回
収
し
た
異
臭
米
の
売

却
や
処
分
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
今
、

調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
畜
産
農
家
の
た
め
、
加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
原
因
で
、
受
け
入
れ
を
待
た
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
故
障

が
原
因
で
、
福
岡
堆
肥
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り

ま
す
。
事
業
計
画
の
中
に
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
新
設
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、

加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

修
理
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
も

多
く
か
か
る
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
事
業
計
画
に
は
、
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
次
期
の
事
業
計
画
の
樹
立
の
際
に
は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
中
で
方
向
性
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す

　

農
業
資
材
の
購
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す

べ
て
を
Ｊ
Ａ
よ
り
購
入
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
Ｊ
Ａ
の
商
品
よ
り
他
の

業
者
の
商
品
の
方
が
安
い
か
ら
で
す
。
農
業

は
収
入
が
少
な
い
た
め
、
少
し
で
も
安
く
資

材
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
価
格

設
定
に
つ
い
て
は
商
社
に
負
け
な
い
低
価
格

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

農
業
資
材
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
の
方
が
高
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
等
の
価
格
調
査
を
年
４
回
行
っ
て
お
り
、

少
し
で
も
他
店
よ
り
安
い
価
格
で
資
材
の
提

供
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
29
年
度
は
1
1
4
品
目
に
つ
い
て

価
格
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
価
格
調
査
を
行
い
な
が
ら
低
価
格
で
農
業

資
材
の
ご
提
供
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
津
川
給
油
所
と
神
坂
給
油
所
の
閉
店
の

理
由
と
、
今
後
の
対
応
策
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

両
給
油
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

末
を
も
っ
て
閉
店
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
な
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
中
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
等
の
エ
コ

カ
ー
が
普
及
し
、
燃
料
油
の
需
要
減
退
が
予

測
さ
れ
、
さ
ら
に
は
施
設
の
老
朽
化
も
相

ま
っ
て
、
両
給
油
所
と
も
に
経
営
の
黒
字
化

が
見
込
め
な
い
こ
と
で
す
。 

閉
店
後
は
坂
本

給
油
所
の
利
用
促
進
と
灯
油
定
期
配
送
の
充

実
を
図
り
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
い
様
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

Q

A

QA 　

現
在
、
1
0
0
名
以
上
の
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
職
員
や
Ｏ
Ｂ
が
、
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
車
輌
の
購
入
に
つ
い
て
は
、Ｊ

Ａ
共
済
連
よ
り
各
Ｊ
Ａ
に
助
成
さ
れ
ま
し
た
資
金
を
地
域
貢
献
の
た
め
に
活
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

他
に
は
、
東
濃
厚
生
病
院
の
巡
回
バ
ス
の
購
入
の
た
め
、Ｊ
Ａ
と
う
と
と
共
同
で
購

入
資
金
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
以
外
で
も
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
管
内
の
2
つ
の
児
童
養
護
施
設

へ
地
元
の
農
畜
産
物
を
毎
月
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
貢
献

活
動
を
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A

A

　

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
の
経
過
の
説
明
で
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
中
津
川
市

と
恵
那
市
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団
へ
研
修
車
輌
を
贈
呈
し
、
地
域
の
た
め
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
貢
献
活
動
は
今
後
も
続
け
て
い
く
の
で
す
か
。　

Q

Q

Q

    平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日　（単位:千円）

（単位：円）

  平成３０年３月３１日現在　（単位:千円）■貸借対照表

　 　 　 　 （ 資 産 の 部 ） 　 　 　 　 （ 負 債 の 部 ）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示しています。

当期未処分剰余金
合　　　　　　計

741,391,978
741,391,978

次期繰越剰余金 500,642,865

剰余金処分額
１．利益準備金
２．任意積立金
　経営基盤強化積立金
　税効果調整積立金
３．出資配当金

合　　　　　　計

80,000,000    
121,806,756
 （100,000,000）
（21,806,756）
38,942,357

  240,749,113

目　　的 積立目標額 取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、
固定資産の減損会計、有価
証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発
生等、金融経済環境の急激
な変化及びその他不測の損
失発生へのてん補に備え、組
合経営の健全な発展を図るこ
とを目的として積立を行う。

次の金額の合計額を限度額とし
て積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の
期末残高の７％に相当する額

②有形固定資産（償却累計額
控除後）の期末帳簿残高の
５％に相当する額

次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発
生した場合、その費用相当額

②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相
当額

③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、また
はその価値の毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を計
上する場合、その費用相当額

④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

（１）経営基盤強化積立金

（2）税効果調整積立金
積立目標額 取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。
ただし、繰延税金負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。

繰延税金資産が回収された、または回収不能
となった年度において当該減少額を取り崩す。

（注）１．出資配当は、年1.5 ％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額20,000,000円が含まれています。

［第1号議案］ 第20年度（平成29年度）剰余金処分案

特集 第20回通常総代会
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1．信用事業資産
①現金
②預金
　系統預金
　系統外預金
③有価証券
　国債
　地方債
　社債
④貸出金
⑤その他の信用事業資産
　未収収益
　その他の資産
⑥債務保証見返
⑦貸倒引当金
２．共済事業資産
①共済貸付金
②共済未収利息
③その他の共済事業資産
３．経済事業資産
①受取手形
②経済事業未収金
③経済受託債権
④棚卸資産
　購買品
　貯蔵品
　その他の棚卸資産
⑤その他の経済事業資産
⑥貸倒引当金
４．雑資産
５．固定資産
①有形固定資産
　建物
　機械装置
　土地
　その他の有形固定資産
　減価償却累計額
②無形固定資産
６．外部出資
　系統出資
　系統外出資
　子会社等出資
７．繰延税金資産
　　資産の部　合計

221,900,182
 1,043,765 

 173,734,944 
 173,718,797 

 16,147 
 7,412,710 
 6,812,710 
 400,000 
 200,000 

 39,021,797 
 1,128,321 
 1,051,909 
 76,412 
 2,000 

 △ 443,357 
 70,697 
 65,889 
 710 
 4,097 

 2,942,669 
 6,455 

 800,984 
 42,083 
 646,950 
 275,855 
 119,518 
 251,575 
 1,471,428 
 △ 25,232 
 407,857 
 3,345,117 
 3,191,098 
 6,158,207 
 1,871,499 
 1,267,801 
 1,542,121 

 △ 7,648,531 
 154,018 
 7,623,656 
 7,406,375 
 212,381 
 4,900 
 93,813 

 236,383,994 

１．信用事業負債
①貯金
②借入金
③その他の信用事業負債
　未払費用
　その他の負債
④債務保証
２．共済事業負債
①共済借入金
②共済資金
③共済未払利息
④未経過共済付加収入
⑤共済未払費用
⑥その他の共済事業負債
３．経済事業負債
①経済事業未払金
②経済受託債務
③その他の経済事業負債
４．雑負債
①未払法人税等
②資産除去債務
③その他の負債
５．諸引当金
①賞与引当金
②退職給付引当金
③役員退職慰労引当金

負債の部　合計
　
１．組合員資本
①出資金
②再評価積立金
③利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　経営基盤強化積立金
　　税効果調整積立金
　　特別積立金
　　当期未処分剰余金
　　（うち当期剰余金）
④処分未済持分
２．評価・換算差額等
①その他有価証券評価差額金
　　純資産の部　合計
負債及び純資産の部　合計

223,145,499 
222,649,394 

 4,286 
 489,818 
 119,455 
 370,362 
 2,000 

 1,180,034 
 65,889 
 719,667 
 710 

 373,040 
 18,998 
 1,726 

 400,163 
 321,828 
 45,214 
 33,121 
 452,709 
 77,120 
 37,471 
 338,116 
 926,349 
 210,122 
 686,669 
 29,557 

226,104,754 

 10,279,316 
 2,624,632 

 816 
 7,666,398 
 2,545,179 
 5,121,219 
 2,117,501 
 109,888 
 2,152,437 
 741,391 
 397,064 
 △ 12,531 
 △ 76 
 △ 76 

 10,279,240 
236,383,994 

　 信 用 事 業

　 共 済 事 業

　 購 買 事 業

　 販 売 事 業

　 保 管 事 業

　　哺育センター事業

　　堆肥センター事業

　 加 工 事 業

　 利 用 事 業

　　作業受委託事業

　 葬 祭 事 業

　 旅 行 事 業

　　簡易郵便局事業

　　介護保険事業

　 そ の 他 事 業

　 指 導 事 業

1. 事 業 総 利 益

2. 事 業 管 理 費

　 事 業 利 益

３．事 業 外 収 益

4. 事 業 外 費 用

　 経 常 利 益

5. 特 別 利 益

6. 特 別 損 失

　　税引前当期利益

　　法人税等合計

　 　当 期 剰 余 金

　　当期首繰越剰余金

　 　 経営基盤強化積立金取崩額

　　当期未処分剰余金

 332,701 

 76,375 

 5,466,380 

 286,309 

 1,852 

 160,860 

 53,716 

 1,904 

 406,970 

 16,341 

 3,430 

 245 

 1,789 

 16,431 

 21,262 

 36,570  

 1,974,036 

 1,368,095 

 6,201,340 

 396,698 

 6,165 

 146,618 

 74,542 

 1,590 

 635,655 

 16,990 

 38,499 

 1,091 

 3,601 

 17,159 

 36,224 

 9,135  

 1,641,334 

 1,291,720 

 734,960 

 110,389 

 4,312 

 △ 14,242 

 20,826 

 △ 313 

 228,685 

 648 

 35,068 

 846 

 1,812 

 728 

 14,962 

 △ 27,434 

 4,044,306 

 3,736,989 

 307,317 

 179,952 

 4,611 

 482,658 

 63,856 

 61,881 

 484,633 

 87,569 

 397,064 

 342,198 

 2,129 

 741,391 

　 　 （ 資 産 の 部 ）

A

　

中
津
川
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
異
臭
米
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
説

明
が
な
い
。
臭
い
の
原
因
や
回
収
し
た

俵
数
、
金
額
、
今
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
説
明
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

回
収
の
対
象
と
さ
れ
る
米
は
、
中
津
川

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
出
荷

さ
れ
た「
保
有
米
」と「
ひ
と
な
る
」で
す
。

　

臭
い
の
原
因
は
、
乾
燥
バ
ー
ナ
ー
の
不

完
全
燃
焼
に
よ
り
発
生
し
た
油
臭
が
、
米

に
付
着
し
た
も
の
で
し
た
。

　

回
収
し
た
件
数
は
、
3
6
5
戸
で

6
4
6
俵
で
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
へ
の

報
告
と
相
談
を
行
っ
た
結
果
、
対
象
の

「
保
有
米
」の
ご
利
用
者
や
、「
ひ
と
な
る
」

の
販
売
先
・
取
引
先
の
皆
さ
ま
が
特
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
対
象
の
皆
さ
ま
へ

は
個
別
回
収
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

関
係
す
る
皆
さ
ま
に
は
、
事
情
を
説
明

の
上
、
し
っ
か
り
と
お
詫
び
し
、
今
後
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
万
全
な
体
制
で
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

な
お
、
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
継
続
的

に
食
し
な
い
限
り
、
健
康
に
影
響
す
る
可

能
性
は
低
く
、
ま
た
、
健
康
被
害
の
報
告

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。）

　

最
終
的
に
ど
れ
く
ら
い
の
被
害
に
な

る
の
か
、
ま
た
、
回
収
し
た
異
臭
米
の
売

却
や
処
分
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
今
、

調
査
中
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
畜
産
農
家
の
た
め
、
加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
原
因
で
、
受
け
入
れ
を
待
た
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
故
障

が
原
因
で
、
福
岡
堆
肥
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り

ま
す
。
事
業
計
画
の
中
に
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
新
設
計
画
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、

加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

修
理
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
加
子
母
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用
も

多
く
か
か
る
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の
事
業
計
画
に
は
、
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
次
期
の
事
業
計
画
の
樹
立
の
際
に
は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
中
で
方
向
性
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す

　

農
業
資
材
の
購
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す

べ
て
を
Ｊ
Ａ
よ
り
購
入
し
て
い
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
Ｊ
Ａ
の
商
品
よ
り
他
の

業
者
の
商
品
の
方
が
安
い
か
ら
で
す
。
農
業

は
収
入
が
少
な
い
た
め
、
少
し
で
も
安
く
資

材
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
価
格

設
定
に
つ
い
て
は
商
社
に
負
け
な
い
低
価
格

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

農
業
資
材
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
の
方
が
高
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
等
の
価
格
調
査
を
年
４
回
行
っ
て
お
り
、

少
し
で
も
他
店
よ
り
安
い
価
格
で
資
材
の
提

供
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
29
年
度
は
1
1
4
品
目
に
つ
い
て

価
格
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
価
格
調
査
を
行
い
な
が
ら
低
価
格
で
農
業

資
材
の
ご
提
供
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
津
川
給
油
所
と
神
坂
給
油
所
の
閉
店
の

理
由
と
、
今
後
の
対
応
策
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

両
給
油
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度

末
を
も
っ
て
閉
店
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
な
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
中
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
等
の
エ
コ

カ
ー
が
普
及
し
、
燃
料
油
の
需
要
減
退
が
予

測
さ
れ
、
さ
ら
に
は
施
設
の
老
朽
化
も
相

ま
っ
て
、
両
給
油
所
と
も
に
経
営
の
黒
字
化

が
見
込
め
な
い
こ
と
で
す
。 

閉
店
後
は
坂
本

給
油
所
の
利
用
促
進
と
灯
油
定
期
配
送
の
充

実
を
図
り
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
い
様
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

Q

A

QA 　

現
在
、
1
0
0
名
以
上
の
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
の
職
員
や
Ｏ
Ｂ
が
、
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
車
輌
の
購
入
に
つ
い
て
は
、Ｊ

Ａ
共
済
連
よ
り
各
Ｊ
Ａ
に
助
成
さ
れ
ま
し
た
資
金
を
地
域
貢
献
の
た
め
に
活
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

他
に
は
、
東
濃
厚
生
病
院
の
巡
回
バ
ス
の
購
入
の
た
め
、Ｊ
Ａ
と
う
と
と
共
同
で
購

入
資
金
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
以
外
で
も
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
管
内
の
2
つ
の
児
童
養
護
施
設

へ
地
元
の
農
畜
産
物
を
毎
月
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
貢
献

活
動
を
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A

A

　

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
の
経
過
の
説
明
で
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
中
津
川
市

と
恵
那
市
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団
へ
研
修
車
輌
を
贈
呈
し
、
地
域
の
た
め
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
貢
献
活
動
は
今
後
も
続
け
て
い
く
の
で
す
か
。　

Q

Q

Q

    平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日　（単位:千円）

（単位：円）

  平成３０年３月３１日現在　（単位:千円）■貸借対照表

　 　 　 　 （ 資 産 の 部 ） 　 　 　 　 （ 負 債 の 部 ）

■損益計算書 
科　目 収　益費　用科　　目 金　額 科　　目 金　額 差引損益 

※貸借対照表、損益計算書の記載額は千円未満を切り捨てて表示しています。

当期未処分剰余金
合　　　　　　計

741,391,978
741,391,978

次期繰越剰余金 500,642,865

剰余金処分額
１．利益準備金
２．任意積立金
　経営基盤強化積立金
　税効果調整積立金
３．出資配当金

合　　　　　　計

80,000,000    
121,806,756
 （100,000,000）
（21,806,756）
38,942,357

  240,749,113

目　　的 積立目標額 取崩し基準

貸出金等不良債権の処理、
固定資産の減損会計、有価
証券の価格下落、会計等法
制度の変更に伴う費用の発
生等、金融経済環境の急激
な変化及びその他不測の損
失発生へのてん補に備え、組
合経営の健全な発展を図るこ
とを目的として積立を行う。

次の金額の合計額を限度額とし
て積み立てる。
①貸倒引当金繰入対象債権の
期末残高の７％に相当する額

②有形固定資産（償却累計額
控除後）の期末帳簿残高の
５％に相当する額

次の事象が発生した事業年度において、必要額を取り崩すことができる。
①債権を償却（貸倒引当金繰入含む）することにより多額の費用が発
生した場合、その費用相当額

②減損会計等の適用により多額の費用が発生した場合、その費用相
当額

③不稼動資産等処分
不稼動資産計上等上記①②以外の資産について処分損が発生、また
はその価値の毀損により全額回収が危ぶまれる場合に評価損を計
上する場合、その費用相当額

④会計等法制度の変更により多額の費用等が発生した場合、その相当額
⑤その他不測の損失等が発生した場合、その費用相当額

（１）経営基盤強化積立金

（2）税効果調整積立金
積立目標額 取崩し基準

繰延税金資産（法人税等の前払い部分）の剰余金処分を留保するために毎期積立を行う。
ただし、繰延税金負債及び有価証券の評価差額に係る繰延税金資産に対する額を除く。

繰延税金資産が回収された、または回収不能
となった年度において当該減少額を取り崩す。

（注）１．出資配当は、年1.5 ％です。
　　２．任意積立金における目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩し基準等は次のとおりです。

３．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業の費用に充てるための繰越額20,000,000円が含まれています。

［第1号議案］ 第20年度（平成29年度）剰余金処分案

特集 第20回通常総代会
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営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
及
び
若
手
営

農
指
導
員
の
育
成
を
図
る
た
め
、Ｊ
Ａ
独
自

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
各
品
目
の
栽

培
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
営

農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
を
9
名
が
取
得
し
、

資
質
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

担
い
手
の
育
成
に
お
い
て
は
、
ト
マ
ト
研

修
農
場
の
本
格
稼
働
と
各
生
産
部
会
と
連
携

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
し
、
新
規
就
農

者
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
農

業
の
担
い
手
対
策
と
し
て
新
た
に
1
地
区
で

組
織
づ
く
り
の
話
し
合
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

世
代
交
代
に
よ
る
営
農
支
援
と
し
て
、
4

地
域
の
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
に
て
ア
グ
リ
ゼ
ミ

を
開
催
し
、
78
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

親
子
を
対
象
と
し
た「
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」

を
各
地
域
で
開
催
し
、「
食
」と「
農
」を
中
心

に
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
管
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小

学
校
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
、
大
豆
や
米
・
野
菜
等
の
播
種
か
ら
管
理
・

収
穫
・
加
工
の
体
験
活
動
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
組
織
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
介

護
支
援
施
設
等
へ
の
慰
問
や
、
訪
問
介
護
セ

ン
タ
ー
利
用
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
の

高
齢
者
支
援
活
動
を
展
開
し
、
助
け
あ
い
活

動
に
参
加
す
る
会
員
の
拡
大
と
活
動
の
場
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
組
織
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

お
す
す
め
講
座
や
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
各

種
サ
ー
ク
ル
等
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の

会
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、「
あ
い
♥
あ

い
会
員
」の
増
員
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
生
活
習
慣
病
健
診
を
各
地
域
で
開
催
す

る
等
の
地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
い

ま
し
た
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う「
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
支
店
運
営
委
員
会
・
地
域
別
座

談
会
等
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
の「
声
」を
Ｊ
Ａ

の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
支
店
だ
よ
り
の
発
行
や
、
広
報
誌「
ひ

が
し
み
の
」・
岐
阜
放
送
・
日
本
農
業
新
聞
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で「
食
」と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、

地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

 　

主
食
用
米
の
販
売
は
、
全
国
的
な
生
産
数

量
目
標
の
達
成
に
よ
り
、
3
年
連
続
で
米
価

の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
等

に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
買
取
販
売
並
び
に

東
美
濃
棚
田
米
に
お
い
て
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
出
荷
数
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

良
食
味
米
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

「
第
１
回
ひ
が
し
み
の
地
域
お
い
し
い
お
米

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
、
食
味
値
の
向
上

に
向
け
た
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
り
、
特
A

産
地
の
継
続
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
芸
関
係
で
は
消
費
者
・
実
需
者

の
皆
さ
ま
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
畜
産
関

係
に
お
い
て
は
飛
騨
牛
率
の
向
上
に
努
め
、

東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大

と
有
利
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　
　

 　

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と

良
品
生
産
、
安
全
・
安
心
の
管
理
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
共
同
利
用
施
設
等
の
整
備
を

行
い
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
精
神
を
基
に
、
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た
地
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
訪
問
介
護

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
事
業
で
は
、
農
業
者
の
所

得
増
大
に
繋
が
る
農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減

を
軸
と
し
た
活
動
に
取
り
組
み
、
供
給
価
格

に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
中
で
も
、
肥
料
に
お

い
て
は
、
水
稲
基
肥
及
び
追
肥
の
銘
柄
集
約

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
農
薬
に
つ
い
て
は
、

1
ha
以
上
を
対
象
と
し
た
大
型
規
格
農
薬

直
送
品
の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
生
産

コ
ス
ト
の
2
割
を
占
め
る
農
業
機
械
に
つ

い
て
は
、
管
内
法
人
を
対
象
と
し
た
農
機
具

等
購
入
助
成
事
業
を
フ
ル
活
用
し
、
担
い
手

組
織
へ
の
大
型
機
械
等
の
導
入
促
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
レ
ン
タ
ル
事

業
の
提
案
、
中
古
農
機
フ
ェ
ア
の
開
催
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

生
活
購
買
関
連
事
業
で
は
、
相
談
機
能
を

有
し
た
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
4
地
域
に

配
置
し
た
こ
と
や
、
買
い
物
弱
者
支
援
と
し

て
中
津
川
市
管
内
に
移
動
販
売
車「
愛
♥
あ

い 

ひ
ま
わ
り
号
」を
運
行
さ
せ
、
地
域
活
性

化
の
一
助
と
な
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

農
業
と
地
域
及
び
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
を
つ
な
ぐ
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金

融
機
関
を
目
指
し
ま
し
た
。
担
い
手
農
業
者

や
集
落
営
農
組
織
と
の
関
係
構
築
を
図
る

取
り
組
み
を
行
い
、
顧
客
基
盤
の
拡
充
と
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
満
足
度
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

　

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込

口
座
・
年
金
振
込
口
座
獲
得
に
よ
る
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

住
宅
ロ
ー
ン
、
小
口
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
を
中

心
と
し
た
貸
出
金
増
強
に
努
め
、
次
世
代
層

に
繋
が
る
取
引
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」

を
活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
へ
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス（
面

談
）に
よ
る
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
や
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」の
総
合
保
障
の
提
案
と
未

加
入
世
帯
へ
の
万
一
保
障
の
充
実
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
の
さ
ら
な
る
満
足
度
の
向
上
と
、Ｊ
Ａ

へ
の
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

指
導
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

り
ょ
う
し
ょ
く　

み

※ 組合員資格の変更は、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、
　正組合員から准組合員に、または准組合員から正組合員に資格が変
　更した場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※ お亡くなりになられた方の名義でおはがきにて「出資金に関するお
　知らせと組合員の資格確認のお願い」が届いている場合、当ＪＡの
　出資金が名義変更（相続手続き）されていない可能性があります。お
　手数ですが、最寄りの支店にお問い合わせ下さいますよう、お願い致
　します。

　第20回通常総代会で、平成29年度剰余金処分案が承認
されました。出資配当金は、6月21日付で組合員の皆さま
の貯金口座へ入金いたしましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、
定款第15条の定めるところにより、書面にて当ＪＡ宛お届
けいただくことになっております。組合員資格に変更があっ
た場合は、お手数ですが当ＪＡの最寄りの支店宛に組合
員資格変更届をお届けくださいますよう、お願い申し上げ
ます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外
である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、経営する農地が5ａ以上か、農業に年間30
日以上従事する農業者等の方が該当します。
　なお、組合員資格の詳細などは最寄りの支店にお問い
合わせください。

平成29年度分 「出資金に関するお知らせと
組合員資格確認のお願い」

新規就農者を対象に開催された「アグリゼミ」稼働を始めた移動販売車「愛♥あい ひまわり号」

平成29年4月にオープンした「ローンセンター中津川店」

「第1回ひがしみの地域おいしいお米コンテスト」の開催

各地域で開催された「アグリスクール」
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ペ
ー
ジ
等

で「
食
」と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、

地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産

物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

 　

主
食
用
米
の
販
売
は
、
全
国
的
な
生
産
数

量
目
標
の
達
成
に
よ
り
、
3
年
連
続
で
米
価

の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
担
い
手
等

に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
買
取
販
売
並
び
に

東
美
濃
棚
田
米
に
お
い
て
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
出
荷
数
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

良
食
味
米
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

「
第
１
回
ひ
が
し
み
の
地
域
お
い
し
い
お
米

コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
、
食
味
値
の
向
上

に
向
け
た
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
り
、
特
A

産
地
の
継
続
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
芸
関
係
で
は
消
費
者
・
実
需
者

の
皆
さ
ま
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
畜
産
関

係
に
お
い
て
は
飛
騨
牛
率
の
向
上
に
努
め
、

東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大

と
有
利
販
売
に
努
め
ま
し
た
。

　
　

 　

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と

良
品
生
産
、
安
全
・
安
心
の
管
理
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
共
同
利
用
施
設
等
の
整
備
を

行
い
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
精
神
を
基
に
、
介
護
を
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た
地
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
訪
問
介
護

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
関
連
事
業
で
は
、
農
業
者
の
所

得
増
大
に
繋
が
る
農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減

を
軸
と
し
た
活
動
に
取
り
組
み
、
供
給
価
格

に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
中
で
も
、
肥
料
に
お

い
て
は
、
水
稲
基
肥
及
び
追
肥
の
銘
柄
集
約

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
農
薬
に
つ
い
て
は
、

1
ha
以
上
を
対
象
と
し
た
大
型
規
格
農
薬

直
送
品
の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
生
産

コ
ス
ト
の
2
割
を
占
め
る
農
業
機
械
に
つ

い
て
は
、
管
内
法
人
を
対
象
と
し
た
農
機
具

等
購
入
助
成
事
業
を
フ
ル
活
用
し
、
担
い
手

組
織
へ
の
大
型
機
械
等
の
導
入
促
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
農
機
レ
ン
タ
ル
事

業
の
提
案
、
中
古
農
機
フ
ェ
ア
の
開
催
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

生
活
購
買
関
連
事
業
で
は
、
相
談
機
能
を

有
し
た
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
4
地
域
に

配
置
し
た
こ
と
や
、
買
い
物
弱
者
支
援
と
し

て
中
津
川
市
管
内
に
移
動
販
売
車「
愛
♥
あ

い 

ひ
ま
わ
り
号
」を
運
行
さ
せ
、
地
域
活
性

化
の
一
助
と
な
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

農
業
と
地
域
及
び
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
を
つ
な
ぐ
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

信
頼
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
地
域
密
着
型
金

融
機
関
を
目
指
し
ま
し
た
。
担
い
手
農
業
者

や
集
落
営
農
組
織
と
の
関
係
構
築
を
図
る

取
り
組
み
を
行
い
、
顧
客
基
盤
の
拡
充
と
組

合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
満
足
度
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

　

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込

口
座
・
年
金
振
込
口
座
獲
得
に
よ
る
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

住
宅
ロ
ー
ン
、
小
口
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
を
中

心
と
し
た
貸
出
金
増
強
に
努
め
、
次
世
代
層

に
繋
が
る
取
引
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」

を
活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の

皆
さ
ま
へ
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス（
面

談
）に
よ
る
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
や
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」の
総
合
保
障
の
提
案
と
未

加
入
世
帯
へ
の
万
一
保
障
の
充
実
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆

さ
ま
の
さ
ら
な
る
満
足
度
の
向
上
と
、Ｊ
Ａ

へ
の
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

指
導
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

り
ょ
う
し
ょ
く　

み

※ 組合員資格の変更は、お届けいただいているお名前・ご住所の変更、
　正組合員から准組合員に、または准組合員から正組合員に資格が変
　更した場合、組合員資格を喪失した場合などが該当します。
※ お亡くなりになられた方の名義でおはがきにて「出資金に関するお
　知らせと組合員の資格確認のお願い」が届いている場合、当ＪＡの
　出資金が名義変更（相続手続き）されていない可能性があります。お
　手数ですが、最寄りの支店にお問い合わせ下さいますよう、お願い致
　します。

　第20回通常総代会で、平成29年度剰余金処分案が承認
されました。出資配当金は、6月21日付で組合員の皆さま
の貯金口座へ入金いたしましたので、お知らせ致します。
　組合員の皆さまの組合員資格に変更が生じた場合は、
定款第15条の定めるところにより、書面にて当ＪＡ宛お届
けいただくことになっております。組合員資格に変更があっ
た場合は、お手数ですが当ＪＡの最寄りの支店宛に組合
員資格変更届をお届けくださいますよう、お願い申し上げ
ます。
　組合員資格には農業者である正組合員と、農業者以外
である准組合員の2つがあります。
　正組合員は、経営する農地が5ａ以上か、農業に年間30
日以上従事する農業者等の方が該当します。
　なお、組合員資格の詳細などは最寄りの支店にお問い
合わせください。

平成29年度分 「出資金に関するお知らせと
組合員資格確認のお願い」

新規就農者を対象に開催された「アグリゼミ」稼働を始めた移動販売車「愛♥あい ひまわり号」

平成29年4月にオープンした「ローンセンター中津川店」

「第1回ひがしみの地域おいしいお米コンテスト」の開催

各地域で開催された「アグリスクール」
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わ
が
国
の
経
済
は
、
輸
出
は
堅
調
に
推
移
し
、

国
内
生
産
に
お
け
る
増
産
基
調
に
よ
り
、
雇

用
・
所
得
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
個
人
消
費
は

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、
食
生
活
の
多
様
化
が
進
む
中
、

米
の
消
費
量
は
減
少
が
続
き
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
そ
れ
に
付
随
し
た
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
、
異
常
気
象
や
鳥
獣
被
害
な
ど
生
産
額
の

増
加
を
見
込
む
上
で
の
課
題
も
多
く
、
農
業
者

の
大
半
を
占
め
る
稲
作
経
営
は
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
米
国
を
除
く
11
カ
国
で

大
筋
合
意
さ
れ
た
T
P
P
11
協
定（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び

先
進
的
な
協
定
：
C
P
T
P
P
）は
、
本
年
3

月
に
は
各
国
の
閣
僚
に
よ
る
署
名
が
行
わ
れ
、

2
0
1
9
年
の
発
効
を
目
指
し
て
お
り
、
関
税

の
撤
廃
・
削
減
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
農
畜
産
物

の
輸
入
の
増
大
と
価
格
の
低
下
に
よ
り
、
農
家

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
府
は
、
平
成
28
年
４
月
施
行
の
改
正
農
協

法
に
伴
う「
農
協
改
革
」を
進
め
て
お
り
、
平

成
26
年
6
月
の「
規
制
改
革
実
施
計
画
」に
よ

り
、
来
年
5
月
末
ま
で
を「
農
協
改
革
集
中
推

進
期
間
」と
定
め
、
着
実
な
自
己
改
革
を
促
す

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
全
農
に
対
す
る

購
買
事
業
の
見
直
し
と
販
売
体
制
の
強
化
の

他
、
地
域
農
協
に
対
し
て
も
農
畜
産
物
の
有
利

販
売
と
生
産
資
材
の
有
利
調
達
に
重
点
を
置

い
た
事
業
運
営
へ
の
転
換
や
信
用
事
業
の
農

林
中
金
へ
の
譲
渡
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
組
織
と
し
て
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
第

27
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
決
議
で
あ
る「
創
造
的

自
己
改
革
へ
の
挑
戦
」に
基
づ
き
、
平
成
31
年

3
月
ま
で
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
事
を
目

指
し
て
お
り
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」と
し
、
正
・
准
組
合

員
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
総
合
事
業
の
展

開
に
よ
り
、
前
記
の
決
議
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

で
は
、「
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
」を
柱
と
し

た
第
６
次
中
期
計
画（
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
）を
策
定
し
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
中
期
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
続
き
経
営
へ

の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
当
中
期
計
画
を
着
実
に

実
践
す
る
た
め
、
営
農
組
織（
担
い
手
）の
さ

ら
な
る
育
成
・
支
援
、
日
本
穀
物
検
定
協
会
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
特
A
米
評
価
を
得
た「
美

濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
対
す
る
P
R
活
動
、
主
食

用
米
の
買
取
販
売
数
量
の
増
加
等
を
実
施
し
、

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に

職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向
け

た
経
営
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
た
組
織
づ
く

り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
後
記

の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
50
年
近
く
続
け
て
き
た
米

の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
産
か
ら

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃

止
と
な
る
事
を
受
け
、
米
の
需
要
及
び
価
格
の

安
定
を
図
る
た
め
、
農
業
者
・Ｊ
Ａ
・
行
政（
農

業
再
生
協
議
会
）の
適
切
な
連
携
に
よ
り
、
生

産
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
中
、
担
い
手
の
育
成

や
世
代
交
代
に
よ
る

栽
培
技
術
指
導
等
を

求
め
る
農
業
者
の
皆

さ
ま
の
意
思
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
力
向
上
を

重
点
課
題
と
位
置
付

け
、
品
目
毎
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得

な
が
ら
若
手
営
農
指
導
員
に
対
し
て
実
践
的

な
研
修
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
高
齢
化
に
伴

う
農
地
対
策
と
し
て
、
農
地
管
理
の
支
援
を
目

的
と
し
た
農
地
相
談
会
を
開
催
し
、各
地
域
の

担
い
手
の
皆
さ
ま
や（
有
）サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の

に
よ
る
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
や
夏
秋
ト
マ
ト
研
修
農
場
を

継
続
実
施
し
、
農
業
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し
地
域
の
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
、
米
・

大
豆
・
野
菜
な
ど
の
栽
培
・
加
工
の
体
験
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
親
子
を
対
象
と
し

た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し「
食
」と「
農
」

と「
Ｊ
Ａ
」へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会
員
の

増
加
を
図
り
、
各
施
設
・
病
院
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
食
事
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢

者
支
援
活
動
を
行
い
、
助
け
あ
い
活
動
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

女
性
部
活
動
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
各

地
域
で
活
動
す
る
既
存
の
グ
ル
ー
プ
の
組
織

化
と
、
女
性
部
活
動
の
活
性
化
と
女
性
部
員

の
増
員
を
図
り
、
仲
間
づ
く
り
や
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
の
新
規

加
入
を
目
指
し
、
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や

す
い
活
動
を
拡
大
し
、
女
性
部
員
数

1,
0
0
0
名
を
目
標
に
活
動
の
輪
を
広
げ
る

基
本
方
針

基
本
項
目

１. 

農
業
者
の
所
得
増
大
と

　
　
農
業
生
産
の
拡
大

２.
総
合
事
業
展
開

　
　
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

３.
組
織
基
盤
・

　
　
経
営
基
盤
の
確
立

事
業
計
画

平
成
30
年
度

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
男
性
向
け
活
動
と

し
て「
男
の
短
期
大
学
」を
継
続
し
、
参
加
者

の
増
員
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
実
施
な

ど
地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感

じ
安
心
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
支
店
運
営
委
員
会
や
各
種
組
織
会

議
を
開
催
し
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の

「
声
」を
反
映
さ
せ
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

地
域
密
着
型
の
広
報
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」・
日
本
農
業
新
聞
・

地
域
生
活
情
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で「
食
」

と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、
地
域
農

業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

各
報
道
機
関
へ
向
け
て
Ｊ
Ａ
活
動
の
情
報

提
供
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ま

の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、
特
に
米
に
つ
い

て
は
需
要
の
多
い
業
務
用
米
の
新
規
作
付
を

推
進
し
、
買
取
数
量
と
販
路
の
拡
大
を
行
い

ま
す
。

　

主
要
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
市
場
等
の
実

需
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
契
約
販
売
を

主
に
産
地
と
し
て
の
信
頼
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
農
畜

産
物
の
生
産
を
行
う
た
め
、
G
A
P（
農
業
生

産
工
程
管
理
）を
推
奨
し
、
生
産
部
会
と
一
体

と
な
っ
た
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
い
、
さ
ら
な
る
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産

物
の
生
産
と
販
路
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
全
で
高
品
質
な
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜

産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、
組
合
員
・
流
通

業
者
・
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
安
定
供
給
に

努
め
、
計
画
的
な
施
設
改
善
と
施
設
投
資
の

実
施
に
よ
り
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

労
災
事
故
の
未
然
防
止
、
効
率
的
運
営
及
び

衛
生
的
な
施
設
管
理
と
業
務
の
改
善
を
行
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
者
化
が
進
む
中
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
基
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
て
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
生
活
さ
れ

る
中
で
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
ま
す
。ま
た
、

多
様
な
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
皆
さ
ま
を
サ

ポ
ー
ト
し
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所

得
増
大
に
向
け
て
、
実
感
で
き
る
生
産
資
材

の
コ
ス
ト
低
減
、
省
力
化
資
材
の
提
案
と
供

給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
購
買
事
業
で
は
、
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
移
動
販
売
車
な
ど
暮
ら
し
の
支
援
グ

ル
ー
プ
の
出
向
く
体
制
に
よ
り
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
生
活
様
式
に
お

応
え
し
、
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
店
舗
づ
く
り

の
強
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
各
種
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
、
ご
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
相
談
型
店
舗
運
営
に
よ
り
地
域
に

根
差
し
た
金
融
機
関
を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ａ

の
使
命
で
あ
る
農
業
関
連
資
金
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
低
金
利
融
資
に
よ
り
担
い
手
・
農

業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
た
、日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
続
く
中
、

収
益
を
確
保
す
る
た
め
に
住
宅
ロ
ー
ン
、
小

口
ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
貸
出
金
の
増
強
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込
口

座
、
年
金
振
込
口
座
の
獲
得
に
よ
り
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
、
次
世
代
の
皆
さ

ま
に
繋
が
る
取
引
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を

活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
Ｊ
Ａ

共
済
ら
し
い
地
域
密
着
の
3
Ｑ
訪
問
活
動
の

実
践
と
、
次
世
代
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
世

帯
内
未
加
入
者
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た「
ひ
と
・
い

え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」の
提
案
を
行
う
こ

と
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
保
障
の

拡
充
を
目
指
す
と
共
に
、
強
固
な
信
頼
関
係
を

築
き
ま
す
。

第
7
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た

新
役
員
の
ご
紹
介

人
事
異
動（
平
成
30
年
6
月
25
日
付
）

※（　

）内
は
旧
任
で
す
。

■
監
査
室　

監
査
課

　

課
長　

長
谷
川　

博
章

　
（
金
融
部　

債
権
管
理
課　

課
長
）

■
金
融
部　

債
権
管
理
課

　

課
長　

井
森　

和
幸（
金
融
部　

債
権
管
理
課　

次
長
）

■
金
融
部　

債
権
管
理
課

　

次
長　

青
山　

武
史（
金
融
部　

融
資
審
査
課　

次
長
）

■
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
恵
那
店

　

次
長　

西
尾　

道
人（
苗
木
支
店　

次
長
）

■
苗
木
支
店 

　

次
長　

三
宅　

伸

　
（
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
恵
那
店　

次
長
）

■
金
融
部　

融
資
審
査
課

　

係　
　

成
瀬　

憲
児

　
（
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中
津
川
店　

係
）

■
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中
津
川
店

　

係　
　

板
津　

直
哉（ 
総
務
部
付
） 
　

指
導
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

ギ
ャ
ッ
プ

クリ新規栽培チャレンジ塾

柘植 貴敏 氏
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わ
が
国
の
経
済
は
、
輸
出
は
堅
調
に
推
移
し
、

国
内
生
産
に
お
け
る
増
産
基
調
に
よ
り
、
雇

用
・
所
得
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
個
人
消
費
は

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、
食
生
活
の
多
様
化
が
進
む
中
、

米
の
消
費
量
は
減
少
が
続
き
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
と
そ
れ
に
付
随
し
た
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
、
異
常
気
象
や
鳥
獣
被
害
な
ど
生
産
額
の

増
加
を
見
込
む
上
で
の
課
題
も
多
く
、
農
業
者

の
大
半
を
占
め
る
稲
作
経
営
は
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
米
国
を
除
く
11
カ
国
で

大
筋
合
意
さ
れ
た
T
P
P
11
協
定（
環
太
平
洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び

先
進
的
な
協
定
：
C
P
T
P
P
）は
、
本
年
3

月
に
は
各
国
の
閣
僚
に
よ
る
署
名
が
行
わ
れ
、

2
0
1
9
年
の
発
効
を
目
指
し
て
お
り
、
関
税

の
撤
廃
・
削
減
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
農
畜
産
物

の
輸
入
の
増
大
と
価
格
の
低
下
に
よ
り
、
農
家

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
府
は
、
平
成
28
年
４
月
施
行
の
改
正
農
協

法
に
伴
う「
農
協
改
革
」を
進
め
て
お
り
、
平

成
26
年
6
月
の「
規
制
改
革
実
施
計
画
」に
よ

り
、
来
年
5
月
末
ま
で
を「
農
協
改
革
集
中
推

進
期
間
」と
定
め
、
着
実
な
自
己
改
革
を
促
す

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
全
農
に
対
す
る

購
買
事
業
の
見
直
し
と
販
売
体
制
の
強
化
の

他
、
地
域
農
協
に
対
し
て
も
農
畜
産
物
の
有
利

販
売
と
生
産
資
材
の
有
利
調
達
に
重
点
を
置

い
た
事
業
運
営
へ
の
転
換
や
信
用
事
業
の
農

林
中
金
へ
の
譲
渡
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
組
織
と
し
て
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
第

27
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
の
決
議
で
あ
る「
創
造
的

自
己
改
革
へ
の
挑
戦
」に
基
づ
き
、
平
成
31
年

3
月
ま
で
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
事
を
目

指
し
て
お
り
、「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域

に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」と
し
、
正
・
准
組
合

員
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
総
合
事
業
の
展

開
に
よ
り
、
前
記
の
決
議
を
着
実
に
実
践
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の

で
は
、「
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
」を
柱
と
し

た
第
６
次
中
期
計
画（
平
成
28
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
）を
策
定
し
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
中
期
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度
は
、

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
続
き
経
営
へ

の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
当
中
期
計
画
を
着
実
に

実
践
す
る
た
め
、
営
農
組
織（
担
い
手
）の
さ

ら
な
る
育
成
・
支
援
、
日
本
穀
物
検
定
協
会
の

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
特
A
米
評
価
を
得
た「
美

濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
」に
対
す
る
P
R
活
動
、
主
食

用
米
の
買
取
販
売
数
量
の
増
加
等
を
実
施
し
、

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に

職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、
将
来
に
向
け

た
経
営
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
た
組
織
づ
く

り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
後
記

の
基
本
項
目
の
達
成
に
向
け
全
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
50
年
近
く
続
け
て
き
た
米

の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
産
か
ら

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃

止
と
な
る
事
を
受
け
、
米
の
需
要
及
び
価
格
の

安
定
を
図
る
た
め
、
農
業
者
・Ｊ
Ａ
・
行
政（
農

業
再
生
協
議
会
）の
適
切
な
連
携
に
よ
り
、
生

産
目
標
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
中
、
担
い
手
の
育
成

や
世
代
交
代
に
よ
る

栽
培
技
術
指
導
等
を

求
め
る
農
業
者
の
皆

さ
ま
の
意
思
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
力
向
上
を

重
点
課
題
と
位
置
付

け
、
品
目
毎
の
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得

な
が
ら
若
手
営
農
指
導
員
に
対
し
て
実
践
的

な
研
修
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
高
齢
化
に
伴

う
農
地
対
策
と
し
て
、
農
地
管
理
の
支
援
を
目

的
と
し
た
農
地
相
談
会
を
開
催
し
、各
地
域
の

担
い
手
の
皆
さ
ま
や（
有
）サ
ポ
ー
ト
ひ
が
し
み
の

に
よ
る
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
や
夏
秋
ト
マ
ト
研
修
農
場
を

継
続
実
施
し
、
農
業
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
食
農
リ
ー
ダ
ー
と
連
携
し
地
域
の
保

育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
お
い
て
、
米
・

大
豆
・
野
菜
な
ど
の
栽
培
・
加
工
の
体
験
活
動

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
親
子
を
対
象
と
し

た
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し「
食
」と「
農
」

と「
Ｊ
Ａ
」へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
活
動
に
参
加
す
る
会
員
の

増
加
を
図
り
、
各
施
設
・
病
院
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
食
事
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢

者
支
援
活
動
を
行
い
、
助
け
あ
い
活
動
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

女
性
部
活
動
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
・
お

す
す
め
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、
各

地
域
で
活
動
す
る
既
存
の
グ
ル
ー
プ
の
組
織

化
と
、
女
性
部
活
動
の
活
性
化
と
女
性
部
員

の
増
員
を
図
り
、
仲
間
づ
く
り
や
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
の
新
規

加
入
を
目
指
し
、
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や

す
い
活
動
を
拡
大
し
、
女
性
部
員
数

1,
0
0
0
名
を
目
標
に
活
動
の
輪
を
広
げ
る

基
本
方
針

基
本
項
目

１. 

農
業
者
の
所
得
増
大
と

　
　
農
業
生
産
の
拡
大

２.
総
合
事
業
展
開

　
　
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

３.
組
織
基
盤
・

　
　
経
営
基
盤
の
確
立

事
業
計
画

平
成
30
年
度

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
男
性
向
け
活
動
と

し
て「
男
の
短
期
大
学
」を
継
続
し
、
参
加
者

の
増
員
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
実
施
な

ど
地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感

じ
安
心
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
」に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
支
店
運
営
委
員
会
や
各
種
組
織
会

議
を
開
催
し
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の

「
声
」を
反
映
さ
せ
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

地
域
密
着
型
の
広
報
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
報
誌「
ひ
が
し
み
の
」・
日
本
農
業
新
聞
・

地
域
生
活
情
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で「
食
」

と「
農
」に
関
わ
る
情
報
を
中
心
に
、
地
域
農

業
の
振
興
と
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

各
報
道
機
関
へ
向
け
て
Ｊ
Ａ
活
動
の
情
報

提
供
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

農
畜
産
物
の
販
売
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ま

の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
、
特
に
米
に
つ
い

て
は
需
要
の
多
い
業
務
用
米
の
新
規
作
付
を

推
進
し
、
買
取
数
量
と
販
路
の
拡
大
を
行
い

ま
す
。

　

主
要
農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
市
場
等
の
実

需
者
と
の
交
流
会
を
開
催
し
、
契
約
販
売
を

主
に
産
地
と
し
て
の
信
頼
を
高
め
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
な
農
畜

産
物
の
生
産
を
行
う
た
め
、
G
A
P（
農
業
生

産
工
程
管
理
）を
推
奨
し
、
生
産
部
会
と
一
体

と
な
っ
た
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
い
、
さ
ら
な
る
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産

物
の
生
産
と
販
路
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
全
で
高
品
質
な
東
美
濃
ブ
ラ
ン
ド
農
畜

産
物
の
供
給
基
地
と
し
て
、
組
合
員
・
流
通

業
者
・
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
安
定
供
給
に

努
め
、
計
画
的
な
施
設
改
善
と
施
設
投
資
の

実
施
に
よ
り
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

労
災
事
故
の
未
然
防
止
、
効
率
的
運
営
及
び

衛
生
的
な
施
設
管
理
と
業
務
の
改
善
を
行
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
者
化
が
進
む
中
、
相
互
扶
助
の

精
神
を
基
に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
て
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
生
活
さ
れ

る
中
で
Ｊ
Ａ
の
総
合
力
を
発
揮
し
ま
す
。ま
た
、

多
様
な
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
皆
さ
ま
を
サ

ポ
ー
ト
し
持
続
可
能
な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
資
材
で
は
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
の
所

得
増
大
に
向
け
て
、
実
感
で
き
る
生
産
資
材

の
コ
ス
ト
低
減
、
省
力
化
資
材
の
提
案
と
供

給
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
購
買
事
業
で
は
、
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
移
動
販
売
車
な
ど
暮
ら
し
の
支
援
グ

ル
ー
プ
の
出
向
く
体
制
に
よ
り
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と
生
活
様
式
に
お

応
え
し
、
親
し
み
が
感
じ
ら
れ
る
店
舗
づ
く
り

の
強
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
各
種
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
、
ご
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
相
談
型
店
舗
運
営
に
よ
り
地
域
に

根
差
し
た
金
融
機
関
を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ａ

の
使
命
で
あ
る
農
業
関
連
資
金
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
低
金
利
融
資
に
よ
り
担
い
手
・
農

業
者
の
皆
さ
ま
の
所
得
増
大
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
た
、日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
続
く
中
、

収
益
を
確
保
す
る
た
め
に
住
宅
ロ
ー
ン
、
小

口
ロ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
貸
出
金
の
増
強
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
供
、
給
与
振
込
口

座
、
年
金
振
込
口
座
の
獲
得
に
よ
り
安
定
し

た
貯
金
量
の
確
保
に
努
め
、
次
世
代
の
皆
さ

ま
に
繋
が
る
取
引
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」を

活
動
の
原
点
と
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
Ｊ
Ａ

共
済
ら
し
い
地
域
密
着
の
3
Ｑ
訪
問
活
動
の

実
践
と
、
次
世
代
の
皆
さ
ま
を
中
心
と
し
た
世

帯
内
未
加
入
者
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
た「
ひ
と
・
い

え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」の
提
案
を
行
う
こ

と
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
保
障
の

拡
充
を
目
指
す
と
共
に
、
強
固
な
信
頼
関
係
を

築
き
ま
す
。

第
7
号
議
案
で
選
任
さ
れ
た

新
役
員
の
ご
紹
介

人
事
異
動（
平
成
30
年
6
月
25
日
付
）

※（　

）内
は
旧
任
で
す
。

■
監
査
室　

監
査
課

　

課
長　

長
谷
川　

博
章

　
（
金
融
部　

債
権
管
理
課　

課
長
）

■
金
融
部　

債
権
管
理
課

　

課
長　

井
森　

和
幸（
金
融
部　

債
権
管
理
課　

次
長
）

■
金
融
部　

債
権
管
理
課

　

次
長　

青
山　

武
史（
金
融
部　

融
資
審
査
課　

次
長
）

■
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
恵
那
店

　

次
長　

西
尾　

道
人（
苗
木
支
店　

次
長
）

■
苗
木
支
店 

　

次
長　

三
宅　

伸

　
（
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
恵
那
店　

次
長
）

■
金
融
部　

融
資
審
査
課

　

係　
　

成
瀬　

憲
児

　
（
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中
津
川
店　

係
）

■
金
融
部　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
中
津
川
店

　

係　
　

板
津　

直
哉（ 
総
務
部
付
） 
　

指
導
事
業

利
用
・
加
工
施
設
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

介
護
保
険
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

営
農
指
導

生
活
指
導

組
織
広
報

ギ
ャ
ッ
プ

クリ新規栽培チャレンジ塾

柘植 貴敏 氏
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東
美
濃
夏
秋
な
す
生

産
協
議
会
が
生
産
す
る

夏
秋
な
す
の
出
荷
が
、
６

月
中
旬
か
ら
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
１１
月
上
旬
ま

で
岐
阜
・
名
古
屋
・
京
都

市
場
へ
１
３
５
㌧
の
出

荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
産
品
で
あ
る
夏
秋

な
す
は
、
色
・
ツ
ヤ
・
形

の
優
れ
た
品
質
が
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
現
在
47
戸
が
約　
　

で
栽
培
。

　

６
月
１１
日
に
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店
で
開
か
れ

た
目
揃
え
会
で
は
協
議
会
員
、
市
場
関
係
者
、Ｊ
Ａ

ら
52
名
が
参
加
し
、
出
荷
規
格
や
生
育
状
況
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会

の
熊
谷
晴
夫

さ
ん
は
「
規

格
表
の
活
用

で
家
庭
選
果

を
徹
底
す

る
。
生
産
者

が
増
え
る
よ

う
、
ブ
ラ
ン

ド
と
品
質
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

　JAひがしみのと東美濃栗振興協議会は6
月3日、県中山間農業研究所中津川支所で平
成30年度の栗新規栽培チャレンジ塾を開講
しました。
　同塾は就農して間もない方や、過去に栗
の栽培見学ツアー等に参加した方を対象と
し、実践的な技術習得を目的としています。
　初回は産地の概要や年間のスケジュール
の説明を受けた後、同支所内の栗園で初夏
の追肥や病虫害対策について学びました。
　参加者は「一緒に参加した仲間や先輩か
ら話を聞き、一生懸命学びたい」と意気込み
ました。

 

品
質
良
好

夏秋なすを収穫する熊谷さん

目揃え会で出荷規格を確認する協議会員

年長組の園児

ポットに土を入れる園児

同支所の担当者より説明を受ける参加者

弁当を盛り付ける会員

　県JA女性連絡協議会とJA岐阜中央会は6
月1日、羽島市で第43回「JA女性部活動体験
発表会」「フレッシュミズの主張コンクール」
「家の光記事活用発表会」を開きました。当
JAからは石川右木子さん（上矢作町）が『覚
悟をもって、楽しむ！』と題し発表。みごと最
優秀賞に選ばれました。
　石川さんは京都府出身。13年前に旦那さん
の実家である上矢作町に移住し、就農しました。
農業経営や慣れない栽培に奮闘する中、7年前
に旦那さんが他界。一時は絶望の淵に立たさ
れた石川さんでしたが、家族や地域の方に支
えられ、徐々に前向きになり、笑顔を取り戻し
ました。現在では「石川トマト農園」の代表と
して、トマト産地を牽引しています。

石川右木子さんが最優秀賞
フレッシュミズの主張コンクール

栗新規栽培チャレンジ塾開講
新規就農者を支援

就農支援制度適用第１号
米や野菜づくりに汗

夏
秋
な
す
出
荷
本
番

　

恵
那
市
の
武
並
こ
ど
も

園
で
、
６
月
14
日
、
園
児

64
名
が
「
野
菜
キ
ッ
ト
」

で
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
キ
ッ
ト
は
、
県
下
Ｊ

Ａ
が
農
業
や
Ｊ
Ａ
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
、「
農
業

応
援
団
」
へ
の
加
入
運
動

の
取
り
組
み
と
し
て
配
布

し
て
い
る
も
の
。
約
１
ヵ

月
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
が
収

穫
で
き
ま
す
。

　

園
児
は
ポ
ッ
ト
に
名
前
を
書
き
、
シ
ー
ル
や
テ
ー
プ

で
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。
発
芽
す
る
ま
で
は
園
で
管

理
し
、
そ
の

後
各
自
持
ち

帰
り
、
家
族

で
観
察
・
栽

培
を
し
ま
す
。

　

大
島
美
子

園
長
は
「
土

と
ふ
れ
あ
い
、

野
菜
を
育
て

る
こ
と
は
心

と
体
の
成
長

に
つ
な
が
る
。

親
子
で
楽
し

ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待

し
ま
す
。

武
並
こ
ど
も
園
で
野
菜
キ
ッ
ト

ぼ
く
た
ち
農
業
応
援
団

　JAひがしみの助けあい組織「たんぽぽの会」は6月6日、JA本店で
JA訪問介護センター利用者の皆さまへの弁当を作りました。
　作った弁当は介護センターの職員が配布。同会は平成14年度から毎年
2回ちらし寿司・3色おはぎ弁当を作り、利用者の皆さまを喜ばせています。
　現在会員は44名。地域の福祉施設等を訪問し、手遊びや劇を交え
た読み語りなどの活動も定期的に行っています。
　弁当はちらし寿司をメインにポテトサラダやフキの煮つけ等を添え
ました。食材は米をはじめ、たまねぎやレタス、フキ等、会員の自宅で
採れたものが多く、他の食材は昨年７月に開催した女性部の作品展で同
会が販売した手作りのそば殻枕の売上金等で調達しています。
　同会は「栄養バランスや彩りを考え、食材は高齢の方が食べやすい
大きさややわらかさにしている。毎回心待ちにしている方が多く、や
りがいを感じる」と話しました。

助けあい組織「たんぽぽの会」
介護センター利用者に弁当

最優秀賞を受賞した石川さん（中央）

23
ha

JAH FRESH NEWS JAH
FRESH NEWS
JAひがしみの ふれっしゅニュース

　恵那市串原で、6月8日、空き家に付随した農地を特例で取得し、
農ある暮らしをしたい移住定住者を対象とした就農支援制度による
適用第１号の誕生を祝うため、JAひがしみのや行政など10名が集
まりました。
　同制度は3月に恵那市・同市農業委員会・JAの三者が遊休農地等
の利用活用及び新規就農者の育成と移住定住促進を目的に支援連携
協定を締結しました。
　第1号となったのは、静岡県から3年前に移住した加藤高敏さん
（57）、順子さん（55）夫婦。築63年の平屋の民家と約24ａの田畑
を取得しました。加藤夫婦は「空気がきれいで自然が美しいこの地
で農業を楽しみたい」と話しています。

制度の摘要第１号となった加藤さん夫婦
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東
美
濃
夏
秋
な
す
生

産
協
議
会
が
生
産
す
る

夏
秋
な
す
の
出
荷
が
、
６

月
中
旬
か
ら
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
１１
月
上
旬
ま

で
岐
阜
・
名
古
屋
・
京
都

市
場
へ
１
３
５
㌧
の
出

荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
産
品
で
あ
る
夏
秋

な
す
は
、
色
・
ツ
ヤ
・
形

の
優
れ
た
品
質
が
市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
現
在
47
戸
が
約　
　

で
栽
培
。

　

６
月
１１
日
に
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店
で
開
か
れ

た
目
揃
え
会
で
は
協
議
会
員
、
市
場
関
係
者
、Ｊ
Ａ

ら
52
名
が
参
加
し
、
出
荷
規
格
や
生
育
状
況
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会

の
熊
谷
晴
夫

さ
ん
は
「
規

格
表
の
活
用

で
家
庭
選
果

を
徹
底
す

る
。
生
産
者

が
増
え
る
よ

う
、
ブ
ラ
ン

ド
と
品
質
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

　JAひがしみのと東美濃栗振興協議会は6
月3日、県中山間農業研究所中津川支所で平
成30年度の栗新規栽培チャレンジ塾を開講
しました。
　同塾は就農して間もない方や、過去に栗
の栽培見学ツアー等に参加した方を対象と
し、実践的な技術習得を目的としています。
　初回は産地の概要や年間のスケジュール
の説明を受けた後、同支所内の栗園で初夏
の追肥や病虫害対策について学びました。
　参加者は「一緒に参加した仲間や先輩か
ら話を聞き、一生懸命学びたい」と意気込み
ました。

 

品
質
良
好

夏秋なすを収穫する熊谷さん

目揃え会で出荷規格を確認する協議会員

年長組の園児

ポットに土を入れる園児

同支所の担当者より説明を受ける参加者

弁当を盛り付ける会員
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悟をもって、楽しむ！』と題し発表。みごと最
優秀賞に選ばれました。
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ました。現在では「石川トマト農園」の代表と
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石川右木子さんが最優秀賞
フレッシュミズの主張コンクール

栗新規栽培チャレンジ塾開講
新規就農者を支援

就農支援制度適用第１号
米や野菜づくりに汗

夏
秋
な
す
出
荷
本
番

　

恵
那
市
の
武
並
こ
ど
も

園
で
、
６
月
14
日
、
園
児

64
名
が
「
野
菜
キ
ッ
ト
」

で
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
キ
ッ
ト
は
、
県
下
Ｊ

Ａ
が
農
業
や
Ｊ
Ａ
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
、「
農
業

応
援
団
」
へ
の
加
入
運
動

の
取
り
組
み
と
し
て
配
布

し
て
い
る
も
の
。
約
１
ヵ

月
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
が
収

穫
で
き
ま
す
。

　

園
児
は
ポ
ッ
ト
に
名
前
を
書
き
、
シ
ー
ル
や
テ
ー
プ

で
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。
発
芽
す
る
ま
で
は
園
で
管

理
し
、
そ
の

後
各
自
持
ち

帰
り
、
家
族

で
観
察
・
栽

培
を
し
ま
す
。

　

大
島
美
子

園
長
は
「
土

と
ふ
れ
あ
い
、

野
菜
を
育
て

る
こ
と
は
心

と
体
の
成
長

に
つ
な
が
る
。

親
子
で
楽
し

ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待

し
ま
す
。

武
並
こ
ど
も
園
で
野
菜
キ
ッ
ト

ぼ
く
た
ち
農
業
応
援
団
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　作った弁当は介護センターの職員が配布。同会は平成14年度から毎年
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23
ha
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６
月
上
旬
か
ら
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み

の
管
内
の
各
保
育
園
や
小
学
校
で

「
ま
め
な
か
な
運
動
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
め
な
か
な
運
動
は
、
県
下
Ｊ

Ａ
が
食
農
教
育
と
し
て
平
成
12
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
で
す
。

大
豆
の
栽
培
か
ら
、
味
噌
・
豆
腐

等
の
加
工
を
通
じ
て
、
食
生
活
の

見
直
し
や
、
食
べ
る
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
21
日
に
大
豆
蒔
き
を
実
施

し
た
山
岡
小
学
校
は
３
年
生
25
名

が
参
加
。同
日
、中
野
方
小
学
校
３
・

４
年
生
23
名
も
実
施
し
ま
し
た
。

▲JA営農指導員から
　説明を聞く
　山岡小学校児童

▼大豆を蒔く
　中野方小学校児童

乗用田植え機を初めて体験する新入職員

各
小
学
校
で
開
始

ま
め
な
か
な
運
動

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
５
月
16

日
か
ら
３
日
間
、
平
成
３０
年
度　

新
入
職
員
の
農
家
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
入
職
員
に
農
業
を
体

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
や
農
家

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
社
会
人

と
し
て
の
視
野
を
広
げ
る
目
的
で
、

今
回
で
９
年
目
。

　

㈱
岩
村
営
農
で
農
業
体
験
を

行
っ
た
新
入
職
員
で
岩
村
支
店
の

梅
本
愛
海
は
、
田
植
え
や
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
定
植
を
体
験
。「
毎
日

暑
い
中
で
の
作
業
は
大
変
だ
と
感

じ
た
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、

Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
農
家
に
寄
り
添

え
る
存
在
と
な
り
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

苦
労
や
や
り
が
い
学
ぶ

新
入
職
員
が
農
家
体
験

　平成30年度岐阜県下JA海外キャンペーン

　　自分へのごほうび…

　ハワイホノルル５日間

10月25日（木）～10月29日（月）第1班

11月 5 日（月）～11月 9 日（金）第2班

旅行代金（お一人様）198,000円

■ご旅行期間は・・・

■お申込み・お問合せ先 
　ＪＡひがしみの旅行センター　 ＴＥＬ ０５７３（６７）８１４8

詳細は専用チラシにてご確認ください。
JAひがしみの本店・各支店・事業所にございます
              
              
              
              

恵那・中津川～空港
往復送迎込み！
１日目～２日目は
観光＆お食事込み！

上記旅行代金の他に「空港税」「アメリカ入国ESTA費用」「渡航手続き料」
その他諸税が必要になります

●
新
規
の
ご
契
約
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
金
利
環
境
等
の
変
化
に
よ
り
、条
件
の
変
更
や
お
取
扱
い
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金
利
は
、満
期
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。自
動
継
続
後
の
金
利

　

は
継
続
時
の
店
頭
表
示
金
利
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金
利
適
用
期
間
中
に
中
途
解
約
さ
れ
た
場
合
は
、当
J
A
所
定

　

の
中
途
解
約
利
率
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

●
A
T
M
出
の
ご
契
約
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
典
は
、他
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
典
と
重
複
し
な

　

い
も
の
と
し
ま
す
。

●
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
定
期
預
金
・
定
期
積
金
は
貯
金
保
険
制
度
の
対
象

　

で
あ
り
、同
保
険
の
範
囲
内
で
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
お
利
息
に
は
、2
0.
3
1
5
％（
国
税
1
5.
3
1
5
％
、地
方
税
5
％
）

　

の
分
離
課
税
が
か
か
り
ま
す
。

標準傷害保険標準傷害保険

安心をひとつの保険にパッケージ安心をひとつの保険にパッケージ

補償期間：平成30年11月1日（木）より1年間
募集期間：平成30年 7月2日（月）より平成30年8月24日（金）まで

■お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と
　なります。
■補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
■ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動継続されます。

●JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、JAひがしみのの
　組合員の皆様を加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。
●ケガによる死亡や後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活のリスク
　を補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

●こんなときに保険金をお支払いします。

自転車・バイクで転倒し、
入院した。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

旅行中にカバンを
盗まれてしまった。

地震で自宅が全壊し、
被災生活を余儀なくされた。

〈充実プランのみ〉

ケ　
ガ 

傷
（
　

）
害

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金
傷害後遺障害保険金

傷害部位・症状別保険金

120万円

60万円

3,000円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

240万円

120万円

3,600円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

100万円

個 人 賠 償 責 任 保 険 金

携 行 品 損 害 保 険 金

被 害 事 故 補 償 保 険 金
弁 護 士 費 用 保 険 金
法 律 相 談 費 用 保 険 金

災害生活支援費用保険金

第1級～第3級限定。後遺障害の程度に応じて、
保険金額の78%～100%をお支払いします。

※2  熱中症・食中毒・特定感染症補償付
※1  天災補償付

※2

※1

※2

（電車等運行不能賠償追加型・示談交渉サービス付）

（自己負担額3,000円）

ケガの部位・症状に応じて、保険金額に所定の支払
倍率（1～120倍）を乗じた額をお支払いします。

保険金の種類

年 間 保 険 料

保険金額

20,000円15,000円

プラス オプションで補償します

ホールインワン・アルバトロス費用保険金 2０万円
（年間オプション保険料2,560円）

オプシ
ョン

B1724300K0338-20170524
取扱代理店：JAひがしみの 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金

保険金の種類 保険保険金額

被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !

お預け
入れ条件

２０１９年版
ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

■テ ー マ

■サ イ ズ

■応募点数
■締め切り
■応募方法

■お問い合せ先

「東美濃の四季」　東美濃地域
（中津川市、  恵那市）の四季の
風景、自然、風物、行事等を捉
えた作品。
カラープリント４切及びワイド４
切サイズ
（原則として横位置写真で、平成
２9年1月1日以降に撮影された
もので未発表のものに限ります）
お１人様４点以内
平成３０年８月末日
ＪＡ各支店の窓口に据え置きの
応募用紙をご覧ください。
JAひがしみの本店
総合企画部組織広報課
TEL0573（78）0124
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　説明を聞く
　山岡小学校児童

▼大豆を蒔く
　中野方小学校児童

乗用田植え機を初めて体験する新入職員

各
小
学
校
で
開
始

ま
め
な
か
な
運
動

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
は
、
５
月
16

日
か
ら
３
日
間
、
平
成
３０
年
度　

新
入
職
員
の
農
家
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
入
職
員
に
農
業
を
体

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
や
農
家

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
社
会
人

と
し
て
の
視
野
を
広
げ
る
目
的
で
、

今
回
で
９
年
目
。

　

㈱
岩
村
営
農
で
農
業
体
験
を

行
っ
た
新
入
職
員
で
岩
村
支
店
の

梅
本
愛
海
は
、
田
植
え
や
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
定
植
を
体
験
。「
毎
日

暑
い
中
で
の
作
業
は
大
変
だ
と
感

じ
た
。
今
回
の
経
験
を
活
か
し
、

Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
農
家
に
寄
り
添

え
る
存
在
と
な
り
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

苦
労
や
や
り
が
い
学
ぶ

新
入
職
員
が
農
家
体
験

　平成30年度岐阜県下JA海外キャンペーン

　　自分へのごほうび…

　ハワイホノルル５日間

10月25日（木）～10月29日（月）第1班

11月 5 日（月）～11月 9 日（金）第2班

旅行代金（お一人様）198,000円

■ご旅行期間は・・・

■お申込み・お問合せ先 
　ＪＡひがしみの旅行センター　 ＴＥＬ ０５７３（６７）８１４8

詳細は専用チラシにてご確認ください。
JAひがしみの本店・各支店・事業所にございます
              
              
              
              

恵那・中津川～空港
往復送迎込み！
１日目～２日目は
観光＆お食事込み！

上記旅行代金の他に「空港税」「アメリカ入国ESTA費用」「渡航手続き料」
その他諸税が必要になります

●
新
規
の
ご
契
約
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
金
利
環
境
等
の
変
化
に
よ
り
、条
件
の
変
更
や
お
取
扱
い
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

　

く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金
利
は
、満
期
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。自
動
継
続
後
の
金
利

　

は
継
続
時
の
店
頭
表
示
金
利
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
金
利
適
用
期
間
中
に
中
途
解
約
さ
れ
た
場
合
は
、当
J
A
所
定

　

の
中
途
解
約
利
率
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

●
A
T
M
出
の
ご
契
約
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
典
は
、他
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
典
と
重
複
し
な

　

い
も
の
と
し
ま
す
。

●
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
定
期
預
金
・
定
期
積
金
は
貯
金
保
険
制
度
の
対
象

　

で
あ
り
、同
保
険
の
範
囲
内
で
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
お
利
息
に
は
、2
0.
3
1
5
％（
国
税
1
5.
3
1
5
％
、地
方
税
5
％
）

　

の
分
離
課
税
が
か
か
り
ま
す
。

標準傷害保険標準傷害保険

安心をひとつの保険にパッケージ安心をひとつの保険にパッケージ

補償期間：平成30年11月1日（木）より1年間
募集期間：平成30年 7月2日（月）より平成30年8月24日（金）まで

■お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と
　なります。
■補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
■ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動継続されます。

●JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、JAひがしみのの
　組合員の皆様を加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。
●ケガによる死亡や後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活のリスク
　を補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

●こんなときに保険金をお支払いします。

自転車・バイクで転倒し、
入院した。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

旅行中にカバンを
盗まれてしまった。

地震で自宅が全壊し、
被災生活を余儀なくされた。

〈充実プランのみ〉

ケ　
ガ 

傷
（
　

）
害

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金
傷害後遺障害保険金

傷害部位・症状別保険金

120万円

60万円

3,000円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

240万円

120万円

3,600円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

100万円

個 人 賠 償 責 任 保 険 金

携 行 品 損 害 保 険 金

被 害 事 故 補 償 保 険 金
弁 護 士 費 用 保 険 金
法 律 相 談 費 用 保 険 金

災害生活支援費用保険金

第1級～第3級限定。後遺障害の程度に応じて、
保険金額の78%～100%をお支払いします。

※2  熱中症・食中毒・特定感染症補償付
※1  天災補償付

※2

※1

※2

（電車等運行不能賠償追加型・示談交渉サービス付）

（自己負担額3,000円）

ケガの部位・症状に応じて、保険金額に所定の支払
倍率（1～120倍）を乗じた額をお支払いします。

保険金の種類

年間保険料

保険金額

20,000円15,000円

プラス オプションで補償します

ホールインワン・アルバトロス費用保険金 2０万円
（年間オプション保険料2,560円）

オプシ
ョン

B1724300K0338-20170524
取扱代理店：JAひがしみの 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

基本プラン 充実プラン

傷 害 死 亡 保 険 金

保険金の種類 保険保険金額

被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !
被災時の諸費用や熱中症・食中毒も補償する

充実プランをおすすめします !

お預け
入れ条件

２０１９年版
ＪＡオリジナルカレンダー写真募集！

■テ ー マ

■サ イ ズ

■応募点数
■締め切り
■応募方法

■お問い合せ先

「東美濃の四季」　東美濃地域
（中津川市、  恵那市）の四季の
風景、自然、風物、行事等を捉
えた作品。
カラープリント４切及びワイド４
切サイズ
（原則として横位置写真で、平成
２9年1月1日以降に撮影された
もので未発表のものに限ります）
お１人様４点以内
平成３０年８月末日
ＪＡ各支店の窓口に据え置きの
応募用紙をご覧ください。
JAひがしみの本店
総合企画部組織広報課
TEL0573（78）0124
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春
３
月
に
種
ま
き
し
た
根
深
ネ
ギ（
白
ネ

ギ
）の
植
え
付
け
は
、
苗
の
太
さ
が
１
㎝
内

外
に
育
っ
た
７
月
中
〜
８
月
上
旬
が
適
期

で
す
。

　

大
き
く
育
っ
た
苗
は
、
こ
の
頃
に
ネ
ギ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
害
虫

や
さ
び
病
、
べ
と
病
等
が
発
生
し
や
す
い

の
で
、
苗
床
で
は
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
を
散

布
し
て
防
除
し
て
お
き
ま
す
。
ネ
ギ
の
葉

は
薬
剤
が
付
き
に
く
い
の
で
、
展
着
剤
を
加

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

苗
床
か
ら
抜
き
取
る
に
は
、
根
元
に
く

わ
を
打
ち
込
み
、
根
を
た
く
さ
ん
付
け
る

よ
う
配
意
し
て
行
い
ま
す
。

　

抜
き
取
っ
た
苗
は
、
大
、
中
、
小
ぐ
ら
い

に
分
け
て
植
え
付
け
ま
す
。
こ
う
す
る
と

畑
で
土
寄
せ
、
追
肥
を
す
る
と
き
に
、
大
き

さ
別
に
区
別
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
好
都
合
で
す
。　

　

植
え
付
け
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
き
ち
ん
と
し
た
植
え
溝
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
列
の
間
隔
を

８０
㎝
〜
90
㎝
取
り
、
く
わ
幅
の
30

㎝
ぐ
ら
い
の
深
さ
の
溝
を
き
ち
ん

と
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

溝
が
崩
れ
な
い
よ
う
上
手
に
作

る
に
は
、
前
作
が
終
わ
っ
た
ら
前

作
の
残
さ
や
草
な
ど
を
片
付
け
、

耕
さ
な
い
で
表
面
を
硬
く
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　

大
き
さ
を
そ
ろ
え
た
苗
は
、
階
級
ご
と

に
３
〜
４
㎝
間
隔
に
、
壁
面
に
立
て
掛
け

る
よ
う
に
し
て
垂
直
に
植
え
つ
け
ま
す
。

植
え
た
後
、根
元
に
２
㎝
ぐ
ら
い
土
を
掛
け
、

苗
が
倒
れ
な
い
よ
う
根
元
を
足
で
踏
み
付

け
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に
溝
い
っ

ぱ
い
に
稲
わ
ら
、
干
し
草
な
ど
を
入
れ
、
倒

れ
な
い
よ
う
、
ま
た
夏
の
乾
燥
、
防
暑
を
図

り
ま
す
。
植
え
付
け
時
に
は
肥
料
は
ま
っ

た
く
与
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
新
根
の
発
生
を

促
し
ま
す
。

　

次
は
、
追
肥
と
土
寄
せ
管
理
で
す
。

　

夏
の
暑
さ
が
遠
の
き
始
め
る
と
ネ
ギ
は

生
育
を
始
め
新
葉
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ

の
頃
溝
の
肩
の
部
分
に
肥
料（
化
成
肥
料
・

有
機
配
合
な
ど
）を
施
し
、
く
わ
で
軽
く
土

と
混
ぜ
合
わ
せ
て
溝
の
中
に
落
と
し
込
み

ま
す
。

　

９
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
は
盛
ん
に
生
長
し

ま
す
の
で
、
15
〜
20
日
置
き
に
第
２
回
、
第

３
回
と
追
肥
、
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
全
体

的
に
は
追
肥
の
重
点
は
前
半
期
に
、
土
寄
せ

は
後
半
に
し
、
長
い
軟
白
部
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

台
風
・
強
雨
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
早
め
に

畑
を
見
回
り
、
植
え
溝
内
の
排
水
を
図
り
ま

す
。
ネ
ギ
の
根
は
乾
燥
に
は
強
い
の
で
す
が
、

湿
害
に
は
大
変
弱
い
の
で
、
対
策
は
急
を
要

し
ま
す
。
風
に
よ
る
倒
れ
は
曲
が
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
起

こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

農
業
資
金【
融
資
】

「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
資
金
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

根
深
ネ
ギ
の
植
え
付
け
と

そ
の
後
の
管
理
の
要
点 2018年

7月

情報

2018年
7月

30cm
5cm

植え溝掘り

（1）追肥・土寄せ （2）追肥・土寄せ

（3）追肥・土寄せ
（3）最終土寄せ

80cm～90cm
植え付け

稲わら
干し草

頑
張
る
農
業
者
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

応
援
し
ま
す
！

　

農
機
具
等
購
入
助
成
事
業
と
は
、地
域
の

中
核
と
な
る
担
い
手
農
業
者
等
に
対
し
て
、

農
機
具
等
購
入
に
か
か
る
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、担
い
手
農
業
者
等
の
規
模
拡
大
及

び
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
後
押
し
し
、農
業

所
得
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、Ｊ

Ａ
が
行
っ
て
い
る
取
組
で
す
。

○
募
集
期
間

　

平
成
３０
年
７
月
下
旬
〜
平
成
31
年
２
月
末

 

・ 

募
集
開
始
日
及
び
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、後
日
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
Ｈ
Ｐ

　　

に
て
公
表
し
ま
す
。　

○
助
成
対
象
者

　

原
則
と
し
て
、管
内
の
農
業
法
人
、集
落
営

農
組
織
と
し
ま
す
。（
尚
、法
人
並
の
経
営
の

認
定
農
業
者
も
対
象
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。詳
細
は
募
集
開
始
時
に
H
P
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

○
助
成
内
容

　

農
機
具
等
購
入
に
か
か
る
合
計
本
体
価
格

（
税
抜
き
）の
20
％
ま
た
は
２
０
０
万
円
の
ど

ち
ら
か
低
い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

○
そ
の
他
注
意
事
項

 

・ 

助
成
総
額
上
限
を
超
え
る
多
数
の
お
申
込

み
を
頂
い
た
場
合
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、十
分
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
申
請

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

・ 

昨
年
度
申
請
し
助
成
を
受
け
た
方
は
、今

年
度
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
各
地
域（
中
津
川
、恵
那
北
、恵
那
、恵
南
）

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
○
資
金
使
途

　

農
業
経
営
等
に
必
要
な
設
備
資
金
お
よ
び

運
転
資
金

○
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

個
人
、法
人
お
よ
び
団
体
の
方
で
当
組
合

の
組
合
員

○
ご
融
資
金
額

個
人
の
場
合
・・
3,
6
0
0
万
円
以
内

法
人
・
団
体
の
場
合
・・
7,
2
0
0
万
円
以
内

○
ご
融
資
期
間　

　

15
年
以
内

○
金
利

　

J
A
所
定
の
金
利

　

※
恵
那
市
・
中
津
川
市
が
認
定
す
る
認
定

　
　

農
業
者
等
、一
定
の
条
件
が
整
え
ば

　

  

0
％
の
金
利
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

各
支
店
窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

農
機
具
等
購
入
助
成
事
業

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
注
文
受
付
中

　

シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
、
生
で

も
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
甘
〜
い
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
は
い
か
が
で
す
か
？

　

恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
協
議
会
の

生
産
す
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
出
荷
が
本

番
を
迎
え
ま
す
。
朝
採
り
で
鮮
度
抜
群
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」

と
し
て
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
自
宅
用
に
は
も
ち
ろ
ん
、
贈
答
用
に

も
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
♪

﹇
価
格
﹈

　

１
箱
３
，０
０
０
円（
５
㎏
入
り
、送
料
・
税
込
）

﹇
受
付
期
間
﹈

　

７
月
９
日
（
月
）
〜
７
月
１８
日
（
水
）

﹇
発
送
予
定
日
﹈

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月
３
日
（
金
）

﹇
お
申
込
み
方
法
﹈

　

本
誌
折
込
の
申
込
書
を
ご
記
入
の
上
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
・
営
業
所
・
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

Ｊ
Ａ
恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
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春
３
月
に
種
ま
き
し
た
根
深
ネ
ギ（
白
ネ

ギ
）の
植
え
付
け
は
、
苗
の
太
さ
が
１
㎝
内

外
に
育
っ
た
７
月
中
〜
８
月
上
旬
が
適
期

で
す
。

　

大
き
く
育
っ
た
苗
は
、
こ
の
頃
に
ネ
ギ

ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
害
虫

や
さ
び
病
、
べ
と
病
等
が
発
生
し
や
す
い

の
で
、
苗
床
で
は
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
を
散

布
し
て
防
除
し
て
お
き
ま
す
。
ネ
ギ
の
葉

は
薬
剤
が
付
き
に
く
い
の
で
、
展
着
剤
を
加

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

苗
床
か
ら
抜
き
取
る
に
は
、
根
元
に
く

わ
を
打
ち
込
み
、
根
を
た
く
さ
ん
付
け
る

よ
う
配
意
し
て
行
い
ま
す
。

　

抜
き
取
っ
た
苗
は
、
大
、
中
、
小
ぐ
ら
い

に
分
け
て
植
え
付
け
ま
す
。
こ
う
す
る
と

畑
で
土
寄
せ
、
追
肥
を
す
る
と
き
に
、
大
き

さ
別
に
区
別
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
好
都
合
で
す
。　

　

植
え
付
け
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
き
ち
ん
と
し
た
植
え
溝
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
列
の
間
隔
を

８０
㎝
〜
90
㎝
取
り
、
く
わ
幅
の
30

㎝
ぐ
ら
い
の
深
さ
の
溝
を
き
ち
ん

と
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

溝
が
崩
れ
な
い
よ
う
上
手
に
作

る
に
は
、
前
作
が
終
わ
っ
た
ら
前

作
の
残
さ
や
草
な
ど
を
片
付
け
、

耕
さ
な
い
で
表
面
を
硬
く
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　

大
き
さ
を
そ
ろ
え
た
苗
は
、
階
級
ご
と

に
３
〜
４
㎝
間
隔
に
、
壁
面
に
立
て
掛
け

る
よ
う
に
し
て
垂
直
に
植
え
つ
け
ま
す
。

植
え
た
後
、根
元
に
２
㎝
ぐ
ら
い
土
を
掛
け
、

苗
が
倒
れ
な
い
よ
う
根
元
を
足
で
踏
み
付

け
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に
溝
い
っ

ぱ
い
に
稲
わ
ら
、
干
し
草
な
ど
を
入
れ
、
倒

れ
な
い
よ
う
、
ま
た
夏
の
乾
燥
、
防
暑
を
図

り
ま
す
。
植
え
付
け
時
に
は
肥
料
は
ま
っ

た
く
与
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
新
根
の
発
生
を

促
し
ま
す
。

　

次
は
、
追
肥
と
土
寄
せ
管
理
で
す
。

　

夏
の
暑
さ
が
遠
の
き
始
め
る
と
ネ
ギ
は

生
育
を
始
め
新
葉
が
増
え
て
き
ま
す
。
こ

の
頃
溝
の
肩
の
部
分
に
肥
料（
化
成
肥
料
・

有
機
配
合
な
ど
）を
施
し
、
く
わ
で
軽
く
土

と
混
ぜ
合
わ
せ
て
溝
の
中
に
落
と
し
込
み

ま
す
。

　

９
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
は
盛
ん
に
生
長
し

ま
す
の
で
、
15
〜
20
日
置
き
に
第
２
回
、
第

３
回
と
追
肥
、
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。
全
体

的
に
は
追
肥
の
重
点
は
前
半
期
に
、
土
寄
せ

は
後
半
に
し
、
長
い
軟
白
部
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

台
風
・
強
雨
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
早
め
に

畑
を
見
回
り
、
植
え
溝
内
の
排
水
を
図
り
ま

す
。
ネ
ギ
の
根
は
乾
燥
に
は
強
い
の
で
す
が
、

湿
害
に
は
大
変
弱
い
の
で
、
対
策
は
急
を
要

し
ま
す
。
風
に
よ
る
倒
れ
は
曲
が
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
起

こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

農
業
資
金【
融
資
】

「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
資
金
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

根
深
ネ
ギ
の
植
え
付
け
と

そ
の
後
の
管
理
の
要
点 2018年

7月

情報

2018年
7月

30cm
5cm

植え溝掘り

（1）追肥・土寄せ （2）追肥・土寄せ

（3）追肥・土寄せ
（3）最終土寄せ

80cm～90cm
植え付け

稲わら
干し草

頑
張
る
農
業
者
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

応
援
し
ま
す
！

　

農
機
具
等
購
入
助
成
事
業
と
は
、地
域
の

中
核
と
な
る
担
い
手
農
業
者
等
に
対
し
て
、

農
機
具
等
購
入
に
か
か
る
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、担
い
手
農
業
者
等
の
規
模
拡
大
及

び
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
後
押
し
し
、農
業

所
得
の
増
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、Ｊ

Ａ
が
行
っ
て
い
る
取
組
で
す
。

○
募
集
期
間

　

平
成
３０
年
７
月
下
旬
〜
平
成
31
年
２
月
末

 

・ 

募
集
開
始
日
及
び
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、後
日
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
Ｈ
Ｐ

　　

に
て
公
表
し
ま
す
。　

○
助
成
対
象
者

　

原
則
と
し
て
、管
内
の
農
業
法
人
、集
落
営

農
組
織
と
し
ま
す
。（
尚
、法
人
並
の
経
営
の

認
定
農
業
者
も
対
象
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。詳
細
は
募
集
開
始
時
に
H
P
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

○
助
成
内
容

　

農
機
具
等
購
入
に
か
か
る
合
計
本
体
価
格

（
税
抜
き
）の
20
％
ま
た
は
２
０
０
万
円
の
ど

ち
ら
か
低
い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

○
そ
の
他
注
意
事
項

 

・ 

助
成
総
額
上
限
を
超
え
る
多
数
の
お
申
込

み
を
頂
い
た
場
合
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、十
分
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
申
請

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

・ 

昨
年
度
申
請
し
助
成
を
受
け
た
方
は
、今

年
度
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
各
地
域（
中
津
川
、恵
那
北
、恵
那
、恵
南
）

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
○
資
金
使
途

　

農
業
経
営
等
に
必
要
な
設
備
資
金
お
よ
び

運
転
資
金

○
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

個
人
、法
人
お
よ
び
団
体
の
方
で
当
組
合

の
組
合
員

○
ご
融
資
金
額

個
人
の
場
合
・・
3,
6
0
0
万
円
以
内

法
人
・
団
体
の
場
合
・・
7,
2
0
0
万
円
以
内

○
ご
融
資
期
間　

　

15
年
以
内

○
金
利

　

J
A
所
定
の
金
利

　

※
恵
那
市
・
中
津
川
市
が
認
定
す
る
認
定

　
　

農
業
者
等
、一
定
の
条
件
が
整
え
ば

　

  

0
％
の
金
利
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

各
支
店
窓
口
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

農
機
具
等
購
入
助
成
事
業

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
注
文
受
付
中

　

シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
、
生
で

も
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
の
甘
〜
い
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
は
い
か
が
で
す
か
？

　

恵
南
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
協
議
会
の

生
産
す
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
出
荷
が
本

番
を
迎
え
ま
す
。
朝
採
り
で
鮮
度
抜
群
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
を
「
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
」

と
し
て
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
自
宅
用
に
は
も
ち
ろ
ん
、
贈
答
用
に

も
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
♪

﹇
価
格
﹈

　

１
箱
３
，０
０
０
円（
５
㎏
入
り
、送
料
・
税
込
）

﹇
受
付
期
間
﹈

　

７
月
９
日
（
月
）
〜
７
月
１８
日
（
水
）

﹇
発
送
予
定
日
﹈

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月
３
日
（
金
）

﹇
お
申
込
み
方
法
﹈

　

本
誌
折
込
の
申
込
書
を
ご
記
入
の
上
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
・
営
業
所
・
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

Ｊ
Ａ
恵
南
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
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林
さ
ん
は
４
年
前
に
同
じ
笠
置
町
で
、夏
秋
な

す
生
産
協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
古
田
忠
利

さ
ん
の
す
す
め
で
、就
農
し
ま
し
た
。今
年
度
は
７

ａ
に
４
１
４
本
を
定
植
。昨
年
度
の
出
荷
量
４.
７

㌧
を
目
標
に
、１１
月
上
旬
ま
で
出
荷
し
ま
す
。

　
「
は
じ
め
の
頃
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、古
田
さ
ん
に
よ
く
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
た
」

と
振
り
返
る
林
さ
ん
。「
夏
秋
な
す
新
規
栽
培

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」に
参
加
し
、基
本
的
な
知
識
を

身
に
付
け
、栽
培
方
法
を
学
び
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
恵

那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
営
農
指
導
員
は「
林
さ
ん

の
作
業
は
細
か
く
丁
寧
。熱
心
な
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
る
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
が
栽
培
に
お
い
て
気
を
つ
け
て
い
る

の
は
灌
水
管
理
と
消
毒
。ま
た
、今
年
度
は
就
農

し
て
か
ら
は
じ
め
て
ハ
ク
ビ
シ
ン
か
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
食
害
に
合
い
、少
し
頭
を
悩
ま
せ
ま

す
。檻
や
電
気
柵
の
設
置
で
対
策
を
進
め
ま
す
。

「
植
物
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。昨
年
と

同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、天
候

も
大
き
く
関
係
す
る
。毎
年
１
年
生
で
す
」と
話

し
ま
す
。

　

生
産
者
や
新
規
の
栽
培
希
望
者
が
減
少
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
気
に
掛
け
る
林
さ
ん
。「
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ

ひ
、仲
間
に
」

と
呼
び
か
け

ま
す
。

や
る
か
ら
に
は
一
生
懸
命

大工の腕が光ります
　元大工の腕を活かし、ほ
場での本支柱建てもお手の
もの。ＪＡ営農指導員も感心
するほどの設置の正確さと
美しさがあります。

恵那市笠置町

林  治己さん（72）

　笑顔を絶やさず、明るい接客を常に心
がけています。支店を利用して下さるお
客さまに顔と名前を覚えて頂き、声をか
けて頂けるのが嬉しく思い、仕事のやり
がいに繋がっています。

大
井
支
店

    

熊
﨑 

里
奈

お客さま第一です
　お気に入りのショベルカーを見せてくれた悠晋くん。お家
の砂場で遊ぶのが大好きです。少しずつ覚えてきた言葉で、
たくさんおしゃべりして、家族を明るくしてくれます。可愛
い弟の絃晋くんの誕生で、これからはお兄ちゃんとして、成
長を見守ります。

元気いっぱいだよ

中津川市蛭川

纐纈 悠晋くん(２)　絃晋くん(６ヵ月)

 

　あ
い・あい会員紹

介

家
の
光
小
グ
ル
ー
プ
・
あ
い
♥
あ
い
会
員
・

サ
ー
ク
ル
合
同
作
品
展
＆
元
気
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
女
性
連
絡
協
議
会
は
平
成
３０
年
度「
家
の
光
小
グ
ル
ー

プ
・
あ
い
♥
あ
い
会
員
・
サ
ー
ク
ル
合
同
作
品
展
＆
元
気
交
流
会
」を
開
催

し
ま
す
。
約
３０
の
小
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
等
が
活
動
の
中
で
手
掛
け
た

た
く
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
？「
あ
い
♥
あ
い
会
員
」は

も
ち
ろ
ん
、会
員
で
は
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
２
日
間
の
開
催
で
す
の
で
、

お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

﹇
日
時
﹈

　

平
成
３０
年
７
月
20
日（
金
）1０
時
15
分
〜
16
時
３０
分
、21
日（
土
）９
時
〜
16
時

﹇
会
場
﹈

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店

﹇
体
験
コ
ー
ナ
ー
﹈

 

・ 

イ
ン
ド
料
理（
20
日
限
定
）・
中
華
ま
ん
・
デ
ザ
ー
ト（
21
日
限
定
）・
フ
ラ

　

ワ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
デ
コ
ナ
ッ
プ
バ
ッ
グ
・
じ
ゃ
ば
ら

　

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
・
保
冷
剤
で
つ
く
る
芳
香
剤　

等

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

総
合
企
画
部 

組
織
広
報
課　

T
E
L 
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平成29年度の様子
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林
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ん
は
４
年
前
に
同
じ
笠
置
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で
、夏
秋
な

す
生
産
協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
古
田
忠
利

さ
ん
の
す
す
め
で
、就
農
し
ま
し
た
。今
年
度
は
７

ａ
に
４
１
４
本
を
定
植
。昨
年
度
の
出
荷
量
４.
７

㌧
を
目
標
に
、１１
月
上
旬
ま
で
出
荷
し
ま
す
。

　
「
は
じ
め
の
頃
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、古
田
さ
ん
に
よ
く
面
倒
を
み
て
も
ら
っ
た
」

と
振
り
返
る
林
さ
ん
。「
夏
秋
な
す
新
規
栽
培

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」に
参
加
し
、基
本
的
な
知
識
を

身
に
付
け
、栽
培
方
法
を
学
び
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
恵

那
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
の
営
農
指
導
員
は「
林
さ
ん

の
作
業
は
細
か
く
丁
寧
。熱
心
な
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
る
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

林
さ
ん
が
栽
培
に
お
い
て
気
を
つ
け
て
い
る

の
は
灌
水
管
理
と
消
毒
。ま
た
、今
年
度
は
就
農

し
て
か
ら
は
じ
め
て
ハ
ク
ビ
シ
ン
か
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
食
害
に
合
い
、少
し
頭
を
悩
ま
せ
ま

す
。檻
や
電
気
柵
の
設
置
で
対
策
を
進
め
ま
す
。

「
植
物
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。昨
年
と

同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、天
候

も
大
き
く
関
係
す
る
。毎
年
１
年
生
で
す
」と
話

し
ま
す
。

　

生
産
者
や
新
規
の
栽
培
希
望
者
が
減
少
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
気
に
掛
け
る
林
さ
ん
。「
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ

ひ
、仲
間
に
」

と
呼
び
か
け

ま
す
。

や
る
か
ら
に
は
一
生
懸
命

大工の腕が光ります
　元大工の腕を活かし、ほ
場での本支柱建てもお手の
もの。ＪＡ営農指導員も感心
するほどの設置の正確さと
美しさがあります。

恵那市笠置町

林  治己さん（72）

　笑顔を絶やさず、明るい接客を常に心
がけています。支店を利用して下さるお
客さまに顔と名前を覚えて頂き、声をか
けて頂けるのが嬉しく思い、仕事のやり
がいに繋がっています。

大
井
支
店

    

熊
﨑 

里
奈

お客さま第一です
　お気に入りのショベルカーを見せてくれた悠晋くん。お家
の砂場で遊ぶのが大好きです。少しずつ覚えてきた言葉で、
たくさんおしゃべりして、家族を明るくしてくれます。可愛
い弟の絃晋くんの誕生で、これからはお兄ちゃんとして、成
長を見守ります。

元気いっぱいだよ

中津川市蛭川

纐纈 悠晋くん(２)　絃晋くん(６ヵ月)

 

　あ
い・あい会員紹

介

家
の
光
小
グ
ル
ー
プ
・
あ
い
♥
あ
い
会
員
・

サ
ー
ク
ル
合
同
作
品
展
＆
元
気
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
女
性
連
絡
協
議
会
は
平
成
３０
年
度「
家
の
光
小
グ
ル
ー

プ
・
あ
い
♥
あ
い
会
員
・
サ
ー
ク
ル
合
同
作
品
展
＆
元
気
交
流
会
」を
開
催

し
ま
す
。
約
３０
の
小
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
等
が
活
動
の
中
で
手
掛
け
た

た
く
さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
？「
あ
い
♥
あ
い
会
員
」は

も
ち
ろ
ん
、会
員
で
は
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
！
２
日
間
の
開
催
で
す
の
で
、

お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

﹇
日
時
﹈

　

平
成
３０
年
７
月
20
日（
金
）1０
時
15
分
〜
16
時
３０
分
、21
日（
土
）９
時
〜
16
時

﹇
会
場
﹈

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店

﹇
体
験
コ
ー
ナ
ー
﹈

 

・ 

イ
ン
ド
料
理（
20
日
限
定
）・
中
華
ま
ん
・
デ
ザ
ー
ト（
21
日
限
定
）・
フ
ラ

　

ワ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
・
デ
コ
ナ
ッ
プ
バ
ッ
グ
・
じ
ゃ
ば
ら

　

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
・
保
冷
剤
で
つ
く
る
芳
香
剤　

等

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

総
合
企
画
部 

組
織
広
報
課　

T
E
L 

０
５
７
３（
７８
）０
１
２
４

　
　
　
　
　
　

平成29年度の様子



● 1819 ● JAひがしみの

①酒を飲むための小さな器
④整形ーで膝の関節を診てもらった
⑥料理をのせます
⑦今度来た新人は仕事のーが早いね
⑨ラストスパートです
⑪本能寺の変を起こしたー光秀
⑫乱れたものをきちんと直すこと
⑭親から子へ受け継がれます
⑯こういうことはここじゃあ日常ー
だよ
⑱虫をよけるため布団の周りにつります
⑳アウトの反対語
　サッシと呼ばれることも

①七夕の飾りに使う植物
②歌うことを楽しみに行きます
③シイタケ、シメジ、エリンギなど
④お酒が飲めません
⑤ピカッ、ゴロゴロゴロ
⑧音を遮断したいときにはめます
⑩社会のーとして地域に貢献する
⑪カタツムリが似合いそうな花。
　鎌倉の明月院はー寺と呼ばれます
⑬輪島市や加賀市や金沢市はこの県
の市

⑮鎖国中にも貿易が行われた場所
⑰書類や伝票につきます
⑲俳優が演じたり入り込んだり

■6月号の答え
トケイソウ（時計草）

■クイズ当選者（敬称略）
田中 秀幸、松下 順二、南 亜佳子
山道 悦子、奥田 伍朗、田尻 拓夫
志津 宏子、安藤 光子、早川 英子
山口 恵美子

21

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課

■応募締切日
平成30年7月27日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、
要望などをご記入の上、下記までお
寄せ下さい。

　

偶
然
に
も
遊
覧
船
が
３
隻

出
航
し
て
い
ま
し
た
。
コ
オ
ニ

ユ
リ
の
鮮
や
か
な
朱
色
が
引

き
立
つ
一
枚
と
な
り
ま
し
た
。（カレンダー応募作品より）

コ
オ
ニ
ユ
リ
の
咲
く
頃

撮
　
影
：
小
澤 

敏
夫 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

恵
那
峡

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①業務部門委員会の構成について
②組合長が事故または欠員のとき 理事会を
招集する理事の順位について
③理事の報酬額について
④平成２９年度決算監事監査指摘に対する
回答について
⑤第２０年度業務報告書について
⑥明智支店の新築に伴う入札について
⑦理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査結果について
②信頼性向上行動計画の進捗管理結果について
③平成３０年度ＪＡファンづくり運動について
④平成３０年度運営委員の委嘱について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく「経営状況に関す
る事項の報告」及び監事意見の報告について
⑥役員賠償責任保険の加入（継続）について
⑦第２四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について
⑧理事との利益相反契約の結果について
⑨５月末の事業実績について 

第3回理事会 （平成30年6月21日）

7月

8月

11日（水）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

7月

8月

11日（水）
12日（木）
18日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

11日（水）
〃　　

18日（水）
23日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水）平成29年8月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

8月 2日（木）

8日（水）

12日（日）

18日（土）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

■
何
年
か
ぶ
り
に
我
が
家
に
ツ
バ
メ
が
巣
作
り
を
始
め
ま
し

た
。
本
来
ツ
バ
メ
は
縁
起
の
良
い
鳥
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
玄
関
や
洗
濯
物
を
糞
で
汚
し
て
し
ま
う
た
め
、

嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
環
境
の
変
化
で
食
べ

物
が
な
く
な
っ
た
カ
ラ
ス
が
、
雛
を
食
べ
て
し
ま
う
よ
う
に

な
り
、
こ
こ
数
年
で
ツ
バ
メ
は
激
減
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
何
か
切
な
い
で
す
ね
・・                              

（
も
）

■
お
菓
子
作
り
に
ゴ
ル
フ
に
旅
行
に
、１
人
で
も
楽
し
め
る
趣

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。旅
行
は
思
い
つ
い
た
と
き
に
ふ
ら
っ
と

で
か
け
ま
す
。そ
ん
な
私
に
影
響
さ
れ
、母
も
一
人
で「
西
郷
ど

ん
」め
ぐ
り
に
鹿
児
島
へ
、妹
も
好
き
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
一
人
で
ア
メ
リ
カ
へ
い
く
計
画
中
。我
が
家
は
ど
う
や
ら
単

独
行
動
が
好
き
な
者
が
多
い
よ
う
で
す
。　  　

     　

   （
な
）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,396人
26億2,463万円

2,228億 5,444万円
384億0,733万円

6,547億 3,425万円
10億4,856万円
5億9,786万円

（平成30年5月31日現在）

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

7月　11日（水）

　15日（日）

21日（土）

27日（金）

場　　所内　　容 月　　日

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

　

６
月
号
の「
夢
農
人
」で
紹
介
さ
れ

た
川
上
さ
ん
ご
夫
婦
は
若
く
し
て
、

農
業
を
頑
張
っ
て
み
え
て
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

恵
那
市
山
岡
町　

杉
浦 

茂
子
さ
ん　

　
「
夢
農
人
」が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
で
す
！

恵
那
市
武
並
町　
　

曽
我 

甲
子
郎
さ
ん　

　

川
上
さ
ん
ご
夫

婦
を
取
材
し
た
際
、

笑
い
声
が
絶
え
な

い
温
か
な
雰
囲
気

で
、夫
婦
仲
を
感
じ
ま
し
た
！

　

梅
を
漬
け
る
季
節
で
す
。
家
で
は

毎
朝
梅
干
し
を
食
べ
て
い
る
お
か
げ

で
、
家
族
み
ん
な
健
康
に
過
ご
し
て

い
ま
す
！

恵
那
市
笠
置
町　

永
冶 

多
加
子
さ
ん

　

暑
い
夏
も
乗
り
切
れ
ま
す
ね
！

　

我
が
家
の
池
の
横
に
ト
ケ
イ
ソ
ウ

が
５
月
下
旬
か
ら
咲
い
て
、
涼
し
げ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
蕾
が
あ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
咲
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

楽
し
み
で
す
。

中
津
川
市
中
津
川　

福
田 

和
子
さ
ん

　

６
月
号
の
頭
の
体
操
の
答
え
に

な
っ
た「
ト
ケ
イ
ソ
ウ
」。
ち
な
み
に

花
言
葉
は
、「
聖
な
る
愛
」だ
そ
う
で

す
よ
。

　

友
達
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
彩

菜
栽
」の
記
事
を
見
た
と
、
手
紙
に

書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

恵
那
市
明
智
町　

藪
下 

幸
子
さ
ん

　

毎
月
の
広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み

の
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

6
月
2
日
、
恵
那
市
中
野
方
町
で

「
田
の
神
様
灯
祭
り
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
J
A
恵
那
北
部
支
店
の
職
員

も
参
加
し
、
田
植
え
が
無
事
に
終
わ

れ
た
報
告
と
、
秋
の
豊
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

白
い
ネ
ギ
が
採
れ
ま
し
た
。
マ
ム

シ
の
よ
う
で
す
…
。

中
津
川
市
苗
木　

鈴
木 

の
ぶ
子
さ
ん

　

今
に
も
動
き
出
し
そ
う
で
す
ね
！
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③シイタケ、シメジ、エリンギなど
④お酒が飲めません
⑤ピカッ、ゴロゴロゴロ
⑧音を遮断したいときにはめます
⑩社会のーとして地域に貢献する
⑪カタツムリが似合いそうな花。
　鎌倉の明月院はー寺と呼ばれます
⑬輪島市や加賀市や金沢市はこの県
の市
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■6月号の答え
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■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
F
の
順
に

　
　
　

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの 本店 総合企画部 組織広報課

■応募締切日
平成30年7月27日(金)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
ハガキにクイズの答えと、郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
ＪＡまたは広報誌に対する意見、
要望などをご記入の上、下記までお
寄せ下さい。

　

偶
然
に
も
遊
覧
船
が
３
隻

出
航
し
て
い
ま
し
た
。
コ
オ
ニ

ユ
リ
の
鮮
や
か
な
朱
色
が
引

き
立
つ
一
枚
と
な
り
ま
し
た
。（カレンダー応募作品より）

コ
オ
ニ
ユ
リ
の
咲
く
頃

撮
　
影
：
小
澤 

敏
夫 

さ
ん

　
　
　
　（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

恵
那
峡

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①業務部門委員会の構成について
②組合長が事故または欠員のとき 理事会を
招集する理事の順位について

③理事の報酬額について
④平成２９年度決算監事監査指摘に対する
回答について

⑤第２０年度業務報告書について
⑥明智支店の新築に伴う入札について
⑦理事との利益相反契約について
【報告事項】
①内部監査結果について
②信頼性向上行動計画の進捗管理結果について
③平成３０年度ＪＡファンづくり運動について
④平成３０年度運営委員の委嘱について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく「経営状況に関す
る事項の報告」及び監事意見の報告について
⑥役員賠償責任保険の加入（継続）について
⑦第２四半期余裕金運用計画額及び運用方
針について

⑧理事との利益相反契約の結果について
⑨５月末の事業実績について 

第3回理事会 （平成30年6月21日）

7月

8月

11日（水）
〃　　

18日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
1日（水）
〃　　
〃　　
8日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
中津川支店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

7月

8月

11日（水）
12日（木）
18日（水）
〃　　
8日（水）
9日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

7月

8月

11日（水）
〃　　

18日（水）
23日（月）
8日（水）
〃　　

恵那支店
山岡支店
中津川支店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日内 容 場　　所

税務
相談

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

7日（火）・8日（水）平成29年8月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

本 店
中津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

8月 2日（木）

8日（水）

12日（日）

18日（土）

場　　所内　　容 月　　日

■葬儀無料相談

■
何
年
か
ぶ
り
に
我
が
家
に
ツ
バ
メ
が
巣
作
り
を
始
め
ま
し

た
。
本
来
ツ
バ
メ
は
縁
起
の
良
い
鳥
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
玄
関
や
洗
濯
物
を
糞
で
汚
し
て
し
ま
う
た
め
、

嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
環
境
の
変
化
で
食
べ

物
が
な
く
な
っ
た
カ
ラ
ス
が
、
雛
を
食
べ
て
し
ま
う
よ
う
に

な
り
、
こ
こ
数
年
で
ツ
バ
メ
は
激
減
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
何
か
切
な
い
で
す
ね
・・                              

（
も
）

■
お
菓
子
作
り
に
ゴ
ル
フ
に
旅
行
に
、１
人
で
も
楽
し
め
る
趣

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。旅
行
は
思
い
つ
い
た
と
き
に
ふ
ら
っ
と

で
か
け
ま
す
。そ
ん
な
私
に
影
響
さ
れ
、母
も
一
人
で「
西
郷
ど

ん
」め
ぐ
り
に
鹿
児
島
へ
、妹
も
好
き
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
一
人
で
ア
メ
リ
カ
へ
い
く
計
画
中
。我
が
家
は
ど
う
や
ら
単

独
行
動
が
好
き
な
者
が
多
い
よ
う
で
す
。　  　

     　

   （
な
）

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,396人
26億2,463万円

2,228億 5,444万円
384億0,733万円

6,547億 3,425万円
10億4,856万円
5億9,786万円

（平成30年5月31日現在）

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

7月　11日（水）

　15日（日）

21日（土）

27日（金）

場　　所内　　容 月　　日

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

　

６
月
号
の「
夢
農
人
」で
紹
介
さ
れ

た
川
上
さ
ん
ご
夫
婦
は
若
く
し
て
、

農
業
を
頑
張
っ
て
み
え
て
、
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

恵
那
市
山
岡
町　

杉
浦 

茂
子
さ
ん　

　
「
夢
農
人
」が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
で
す
！

恵
那
市
武
並
町　
　

曽
我 

甲
子
郎
さ
ん　

　

川
上
さ
ん
ご
夫

婦
を
取
材
し
た
際
、

笑
い
声
が
絶
え
な

い
温
か
な
雰
囲
気

で
、夫
婦
仲
を
感
じ
ま
し
た
！

　

梅
を
漬
け
る
季
節
で
す
。
家
で
は

毎
朝
梅
干
し
を
食
べ
て
い
る
お
か
げ

で
、
家
族
み
ん
な
健
康
に
過
ご
し
て

い
ま
す
！

恵
那
市
笠
置
町　

永
冶 

多
加
子
さ
ん

　

暑
い
夏
も
乗
り
切
れ
ま
す
ね
！

　

我
が
家
の
池
の
横
に
ト
ケ
イ
ソ
ウ

が
５
月
下
旬
か
ら
咲
い
て
、
涼
し
げ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
蕾
が
あ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
咲
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

楽
し
み
で
す
。

中
津
川
市
中
津
川　

福
田 

和
子
さ
ん

　

６
月
号
の
頭
の
体
操
の
答
え
に

な
っ
た「
ト
ケ
イ
ソ
ウ
」。
ち
な
み
に

花
言
葉
は
、「
聖
な
る
愛
」だ
そ
う
で

す
よ
。

　

友
達
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
彩

菜
栽
」の
記
事
を
見
た
と
、
手
紙
に

書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

恵
那
市
明
智
町　

藪
下 

幸
子
さ
ん

　

毎
月
の
広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み

の
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

6
月
2
日
、
恵
那
市
中
野
方
町
で

「
田
の
神
様
灯
祭
り
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
J
A
恵
那
北
部
支
店
の
職
員

も
参
加
し
、
田
植
え
が
無
事
に
終
わ

れ
た
報
告
と
、
秋
の
豊
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

白
い
ネ
ギ
が
採
れ
ま
し
た
。
マ
ム

シ
の
よ
う
で
す
…
。

中
津
川
市
苗
木　

鈴
木 

の
ぶ
子
さ
ん

　

今
に
も
動
き
出
し
そ
う
で
す
ね
！
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地域農業の振興と総合力を発揮した地域貢献に向けて

特集

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみのホームページ

JAひがしみの 検 索

ひ
が
し
み
の
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今月の朝ごはん

おい
しく
食べて    　今日もスタート7月のレシピ

ポイント

すり流しの濃度は、

だしでお好みに

調整してください

エダマメとゴボウのオープンサンド

1

2

3

エダマメ
ゴボウ
【ソース】
　マヨネーズ
　粉マスタード
　米酢
　塩･こしょう

……………………大さじ4
………………………1/2本

食パン
バター
生ハム
スモークサーモン
サラダ野菜、レモン

……………………………１枚
…………………………適量
…………………………１枚

……………2枚
……………適量

……………大さじ2
…………小さじ2

…………………小さじ1/2
…………………適量

エダマメ
  (さやごと蒸し焼きにして取り出したもの)
かつおだし

 …………………大さじ4

…………1と1/2カップ

塩･薄口しょうゆ
EVオリーブ油

………………適量
………………適量

作り方

作り方

材料　　　　　　　　　　　　　　　（2人分）材料　　　　　　　　　　　　　　　（1人分）

レシピ 1

焼きエダマメのすり流し
レシピ 2

鍋に湯を沸かし、塩･酢（分量外）、3ｃｍほどに切ったゴボウ
を入れゆでる。
ゆで上げたゴボウが温かいうちに、塩（分量外）ゆでし皮をむ
いたエダマメと一緒にソースの材料と混ぜ合わせる（エダマ
メは最後に使う分を適量残しておく）。
食パンを焼いて半分に切りバターを塗り、　とサラダ野菜・
スモークサーモン･生ハムをトッピングし、最後に残したエダ
マメを散らしレモンを添えて出来上がり。

1

2

3

さや付きのエダマメを塩でもみ、アルミホイルで包み、トー
スターで15分蒸し焼きにし、さやから取り出す。
    と、かつおだしをミキサーにかける。エダマメは最後に使
う分を適量残しておく。
    を塩･薄口しょうゆで味を調え、器に注ぐ。仕上げにEVオ
リーブ油を掛け、残したエダマメを落として出来上がり。
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1

2

2

お伺いしましたのは

店舗名

担当者名 です。


